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５月28日、人口規模がほぼ同じ自治体や地区同士で住民のス
ポーツ参加率を競う「チャレンジデー2014」が、全国一斉に行わ
れました。
本市では、３年ぶりの勝利を目指
し、日中の最高気温が30度を超える中、
62,085人（71.7％）が参加。大館市（秋田
県）に勝利しました。

《問合せ》スポーツ振興課☎21- 9023

ǧȊȓȚǞǭ½���ĺ
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豊岡市
VS

　大館市
市役所前の市民広場では、ウェルストーク豊岡の小

お

加
か

部
べ

洋
ひろ

明
あき

さ
んの指導で「新庁舎で玄さんとチャレンジデー」と題してボクササイ
ズを行いました。
晴れ渡った青空の下、多くの市民が気持ちのいい汗を流しました。

歩キング（出石B＆G海洋センター）

スポーツごみ拾い（納屋区付近）サンサン体操（城崎子育てセンター）歩キング（竹野浜）
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毎
年
5
月
の
最
終
水
曜
日
に
世

界
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
住
民
総

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」。
こ
の
日
の
午
前
0
時

か
ら
午
後
9
時
ま
で
の
間
に
、
15

分
以
上
継
続
し
て
運
動
な
ど
を
し

た
住
民
の
参
加
率
を
競
い
ま
す
。

対
戦
に
敗
れ
た
場
合
は
、
相
手
自

治
体
の
旗
を
庁
舎
の
メ
イ
ン
ポ
ー

ル
に
1
週
間
掲
揚
し
、
相
手
の
健

闘
を
た
た
え
る
と
い
う
ル
ー
ル
が

特
徴
で
す
。

今
年
の
対
戦
相
手
は
秋
田
県
大

館
市
。
豊
岡
市
で
は
、
市
民
一
丸

と
な
り
、
市
内
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
市
の
参
加
率
は
、
過
去
最
高
の

71
・
7
％
に
上
り
、
見
事
、
勝
利
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
体
を
動
か
す

き
っ
か
け
づ
く
り
も
で
き
ま
し
た
。

市名 人口 参加者数 参加率
（％）

豊岡市 86,603人 62,085人 71.7
大館市 77,709人 53,634人 69.0

年 2010 2011 2012 2013
参加率（％） 39.3 55.5 53.0 70.0
対戦
相手

奥州市
（岩手県）

碧南市
（愛知県）

大牟田市
（熊本県）

横手市
（秋田県）

勝敗 負け 勝ち 負け 負け

順位 チーム名 参加者数
１ SC21とよおか新田 372人
２ SC21ひだか・せいしゅう 366人
３ SC21とよおか中筋 314人
４ SC21とよおか三江 210人

順位 チーム名 参加者数
１ SC21とよおか奈佐 187人
２ SC21こくふ 105人
３ SC21たかはし 96人

順位 チーム名 ポイント数
１ なかよし５人組 4,845
２ チームOES 3,973
３ みち草６ 3,898

順位 チーム名 ポイント数
１ Jump消防とよおか 2,499
２ め組 948
３ 新田ストークス野球 567

８校区のスポーツクラブ21が参加しました。校区の人数でカテゴ
リーを二つに分け、校区ごとのイベントへの参加者数を競いました。

制限時間内に拾ったごみの質
と量をポイントで競うスポーツ。
１チーム５人以内です。

３人以上で跳んで得点を競う
大縄跳び。跳ぶ人数×回数でポ
イント算出します。

※参加チーム数　63チーム ※参加チーム数　46チーム

《スポーツごみ拾い順位》 《ロープジャンプＸ順位》

《カテゴリー１の順位》 《カテゴリー２の順位》

〈豊岡市の過去の参加率等〉

〈チャレンジデー2014取組み結果〉

グラウンドゴルフ（奈佐校区）ロープジャンプＸ大会（新田校区）バレーボール（三江校区）

サッカー教室（中筋校区）

バドミントン（日高・静修校区）

お手玉大会（国府校区）

ニュースポーツ大会（高橋校区）

テレビ電話で小畑大館市長と
エール交換（５月26日・市長室）

健闘をたたえ市役所に
大館市旗を掲揚

※SC…スポーツクラブ



６月７日、日高文化体育館で、2013「植村直己冒険賞｣授賞式および
記念講演会を開催しました。
「植村直己冒険賞｣受賞者の田中幹也さん（48歳・東京都在住）は、厳冬
季のカナダに魅せられ、1995年から18回、その雄大な雪原を山スキー
や自転車といった人力での踏破に挑み続けました。2013年には、カナ
ダ中央平原南部200kmを山スキーで踏破。自分自身が本当にやりたい冒
険の舞台を求め「可能性を限界まで出し尽くすこと｣をテーマに冒険を続
けています。
当日、西木正明選考委員の選考評に引き続き、中貝市長から盾とメダ
ルの授与が行われました。田中さんは「この賞がもらえて良かったです。
本当にありがとうございました｣と受賞の喜びを話しました。
また、地平線会議代表世話人の江本嘉

よし

伸
のぶ

さんとの対談形式で「厳冬季
カナダを生きぬく～雪と氷の２万２千キロ踏破～｣と題した記念講演も
行われました。約750人の観衆は、田中さんの氷原を突き進む過酷な行
動や凍傷になった写真などの極寒の冒険の厳しさに、くぎ付けになりま
した。さらに、田中さんは「興味があることは結果を考えずにとりあえ
ずやってみよう｣と自身の経験を踏まえ参加者に呼び掛けました。　　　

《問合せ》植村直己冒険館☎44-1515

▲中貝市長（右）から盾と記念メダルを受け取る田中さん

▲選考委員の西木正明さんは「結果よ
りも冒険のプロセスを評価した｣と
選考評を述べた

▲オープニングでは、府中小学校３年生の児
童が植村直己をテーマに『自分らしく生き
る』と題し、歌などを披露
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限
界
ま
で
可
能
性
に
挑
み
続
け
る
田
中
幹か

ん

也や

さ
ん
を
迎
え

植
村
直
己
冒
険
賞
授
賞
式・記
念
講
演
会

「
厳
冬
季
カ
ナ
ダ
を
生
き
ぬ
く
〜
雪
と
氷
の
２
万
２
千
キ
ロ
踏
破
〜｣



厳
冬
季
カ
ナ
ダ
を
生
き
ぬ
く

〜
雪
と
氷
の
２
万
２
千
キ
ロ
踏
破
〜

■
カ
ナ
ダ
の
四
つ
の
エ
リ
ア

―
カ
ナ
ダ
の
冒
険
ル
ー
ト
は
？

大
き
く
分
け
て
四
つ
の
エ
リ
ア
に
行
き

ま
し
た
。
最
初
は
北
部
の
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス

ト
準
州
で
す
。
二
つ
目
が
皆
さ
ん
に
も
な

じ
み
が
あ
る
南
西
部
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ

ッ
キ
ー
。
そ
し
て
東
部
に
あ
る
ラ
ブ
ラ
ド

ル
半
島
、
も
う
一
つ
は
近
年
通
っ
た
中
央

平
原
で
す
。
カ
ナ
ダ
に
は
手
付
か
ず
の
大

自
然
が
広
が
り
、
一
度
旅
に
出
る
と
大
体

一
カ
月
く
ら
い
は
誰
と
も
会
え
ま
せ
ん
。

■
極
寒
で
の
旅
を
支
え
る
食
料

―
水
の
調
達
方
法
は
？

雪
を
溶
か
し
て
作
り
ま
す
。
持
ち
運
び

は
せ
ず
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
分
だ
け

作
り
ま
す
。
行
動
中
は
ほ
と
ん
ど
水
を
飲

み
ま
せ
ん
。
休
む
と
き
に
コ
ー
ヒ
ー
か
紅

茶
を
飲
み
ま
す
。

―
持
っ
て
行
く
食
べ
物
は
？

現
地（
カ
ナ
ダ
）で
調
達
し
た
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
や
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
、
何
も

挟
ん
で
い
な
い
ビ
ス
ケ
ッ
ト
が
中
心
で
す
。

ビ
ス
ケ
ッ
ト
は
ク
リ
ー
ム
入
り
の
方
が
カ

ロ
リ
ー
も
あ
り
、お
い
し
い
の
で
す
が
、低

温
下
だ
と
ク
リ
ー
ム
が
凍
っ
て
し
ま
い
か

め
ま
せ
ん
。板
チ
ョ
コ
も
カ
チ
カ
チ
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、粒
状
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

大
量
に
持
っ
て
行
き
ま
す
。
食
事
は
調
理

の
手
間
が
い
ら
な
い
の
が
一
番
重
要
で
す
。

■
凍
傷
と
向
き
合
う

―
極
寒
の
カ
ナ
ダ
は
凍
傷
と
の
戦
い
で
す
。

凍
傷
の
影
響
は
？

足
の
親
指
な
ど
数
本
に
重
度
の
凍
傷
を

負
い
、
指
先
が
黒
く
な
り
再
生
不
能
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
先
端
を
切
断
し
た
の
で

指
が
少
し
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
冬
の

よ
う
に
凍
傷
を
負
っ
て
お
り
、
そ
の
部
分

が
凍
傷
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
は
慣
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

そ
ん
な
に
動
揺
し
ま
せ
ん
。
中
央
平
原
の

旅
で
は
鼻
と
頬
に
凍
傷
を
負
い
、
一
時
的

に
目
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
目
が
凍

傷
を
負
っ
た
の
で
は
な
く
、
頬
が
凍
傷
で

突
っ
張
っ
て
目
が
開
か
な
く
な
っ
た
の
で

す
。
幸
い
患
部
の
切
除
を
ギ
リ
ギ
リ
免
れ

た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

■
始
ま
り
は
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
マ
ー

―
田
中
さ
ん
の
冒
険
の
原
点
は
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
。
植
村
さ
ん
も
垂
直
と
水
平
の
両

方
の
世
界
を
冒
険
さ
れ
ま
し
た
。
20
代

の
こ
ろ
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま

し
た
か
？

冬
の
黒
部
ダ
ム
近
く
に
あ
る
岸
壁
や
南

ア
ル
プ
ス
の
甲か

斐い

駒こ
ま

ケが

岳た
け

な
ど
に
登
り
ま

し
た
。
あ
え
て
難
し
い
ル
ー
ト
を
選
ん
で

自
分
の
可
能
性
に
挑
戦
し
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
と
き
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
限

界
を
感
じ
、
水
平
方
向
の
冒
険
に
移
行
し

ま
し
た
。
ク
ラ
イ
マ
ー
に
は
天
候
や
岸
壁

の
岩
の
具
合
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
か
ら

的
確
な
判
断
を
し
、
瞬
時
に
処
理
を
す
る

決
断
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
能
力

や
技
術
を
生
か
し
、
今
は
高
層
ビ
ル
の
窓

ガ
ラ
ス
清
掃
の
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
海

外
の
山
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
よ

り
四
季
を
感
じ
る
日
本
の
山
が
良
く
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
豊
岡
、
植

村
さ
ん
の
故
郷
に
も
良
い
山
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
受
賞
し
て
良
か
っ
た

―
誰
も
が
憧
れ
る
冒
険
賞
。
受
賞
し
て
い

い
の
か
と
、
ず
い
ぶ
ん
本
気
で
悩
ん
だ

よ
う
で
し
た
が
？

正
直
悩
み
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
賞
を

授
か
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
冒
険
は
、
大
衆
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
ら
お
し
ま
い
と
い
う
の
が
一
番
強

く
あ
り
ま
す
。
誰
に
も
行
き
先
を
告
げ
ず

に
や
っ
た
方
が
、
行
動
そ
の
も
の
に
、
よ

り
集
中
で
き
ま
す
。
私
が
信
頼
あ
る
い

は
良
し
と
す
る
道
を
支
持
す
る
人
た
ち

に
、
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
の

が
、
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
で
す
。
人
か
ら

絶
対
無
理
だ
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
が
一
番

燃
え
ま
す
。
計
画
し
て
い
る
段
階
で
、
で

き
そ
う
だ
な
っ
て
思
っ
た
ら
や
ら
な
い
で

す
。
ち
ょ
っ
と
、
で
き
そ
う
に
な
い
な
っ

て
思
っ
た
ら
、
や
る
っ
て
感
じ
で
す
。

■
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
！

―
豊
岡
の
子
ど
も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

あ
え
て
頑
張
れ
と
か
努
力
し
ろ
と
か
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
何
か
興
味
が
あ

る
こ
と
で
、
や
ろ
う
か
ど
う
か
迷
っ
て
る

こ
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
は
、
あ
ま
り
結
果
を
考
え

な
い
で
、
と
り
あ
え
ず
ト
ラ
イ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

講
演
要
旨

何か興味あることや、やろうか迷っていることがあったら、
結果を考えずにとりあえずやってみよう

▲対談する田中さん（右）と聞き手の江本さん（左）

▲凍傷で指先が壊死。のちに切断
　（写真提供：田中幹也）
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■
防
災
行
政
無
線
放
送

台
風
情
報
を
は
じ
め
、
市
内
の

主
な
河
川
の
水
位
情
報
や
避
難
勧

告
の
発
令
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
へ

は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
放
送
内
容
等

を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
要
申
込
）。

※
被
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
防
災
行

政
無
線
戸
別

受
信
機
を
高

い
所
や
２
階

へ
移
動
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

携
帯
電
話
で「
と
よ
お
か
防
災

ネ
ッ
ト
」や「
円
山
川
防
災
情
報
」

に
登
録
す
る
と
、
防
災
情
報
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。
ま
た
、「
川
の

防
災
情
報
」で
、
河
川
情
報
が
入

手
で
き
ま
す
。

ま
た
、
防
災
関
連
の
情
報
は
、

気
象
庁
や
市
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

市
内
の
気
象
情
報
や
雨
量
情
報
、

河
川
の
水
位
情
報
、
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
自
ら
進
ん
で
入
手
し
ま

し
ょ
う
。

風
水
害
時
、
市
の
避
難
情
報
が

河川の「出水期」に『備え』を！
　　～風水害への備えは大丈夫ですか？

少しでも危険を感じたら、早めに避難しましょう～　　
　６月に入り、今年も河川の出水期を迎えました。円山川は、上流が急な勾配であるのに対し、下流に
位置する豊岡盆地周辺は緩やかな勾配のため、氾濫が非常に起きやすい地形です。
　また、最近は、“ゲリラ豪雨”と呼ばれる、局地的で短時間に猛烈な雨が降る回数も増えています。
　被害を最小限に抑えるため「自分たちの命は自分たちで守る」という心構えと日頃の準備、そして家庭
や地域での連携と助け合いを、ぜひ、お願いします。　　　　　　    《問合せ》 防災課防災係☎23-1111

河
川
が
増
水
す
る
と
、
本
流
の

水
が
支
流
へ
逆
流
し
、
内
水
被
害

を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
本
流
と
支
流
の
間
の

水
門
を
閉
じ
て
逆
流
を
防
ぎ
、
排

水
ポ
ン
プ
で
強
制
的
に
支
流
の
水

を
本
流
に
排
出
し
ま
す
。

し
か
し
、
本
流
の
水
位
が
上
昇

し
続
け
た
場
合
、
支
流
の
水
を
排

出
し
続
け
る
と
、
堤
防
が
決
壊
す

る
危
険
性
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の

た
め
、
円
山
川
立
野
地
点
の
水
位

が
、
堤
防
の
高
さ
ま
で
あ
と
1
・

5
ｍ
に
迫
る
7
・
16
ｍ
を
越
え
、

さ
ら
に
上
昇
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

は
、
堤
防
の
決
壊
を
防
ぎ
、
ま
ち

を
守
る
た
め
、
排
水
ポ
ン
プ
を
停

止
し
ま
す
。

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

台
風
な
ど
の
進
路
予
測
、
気
象

予
報
・
警
報
等
が
入
手
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
が
充
実
し

て
い
ま
す
。

河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を
停
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

出
水
期
に『
備
え
る
』た
め
の

　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

防
災
情
報
を
確
認
す
る
！

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
！

河川水位の危険度レベルと避難情報
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避難するときは、水や食料・
防寒着などを自分で
持って行くんじゃよ!!

避難情報の基準となる立野水位観測所の場合

⬅堤防高（8.66m）
危険が迫っています。
直ちに避難を完了してください。

避難してください。
避難に時間を要する方は、避難を完
了してください。

避難の準備を始めてください。
避難に時間を要する方（災害時要援
護者）は、避難を開始してください。

皆さんの行動



下
の
深
さ
で
も
、
水
の
流
れ
に
よ

っ
て
は
歩
行
は
困
難
で
す
）。

指
定
避
難
所
へ
の
避
難
は
、
道

路
が
冠
水
す
る
ま
で
の
早
い
段
階

で
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
は
、

河
川
の
水
位
の
上
昇
に
合
わ
せ
て

避
難
情
報
を
発
表
し
ま
す
が
、
各

地
区
内
の
個
別
の
浸
水
状
況
を
全

て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
地
区
に
よ
っ
て
は
市

の
避
難
情
報
を
待
た
ず
に
、
自
ら

の
判
断
で
避
難
す
る
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

夜
間
や
激
し
い
降
雨
時
、
道
路

冠
水
時
な
ど
避
難
路
上
の
危
険
箇

所
の
把
握
が
困
難
な
場
合
は
、
屋

外
で
の
移
動
は
極
力
避
け
て
、
建

物
の
2
階
以
上
に
一
時
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。
土

砂
災
害
の
危
険

性
が
あ
る
場
合

は
、
同
じ
2
階

で
も
、
山
側
と

反
対
の
部
屋
に

移
動
し
て
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
地
区
に
お
住
ま
い
の

高
齢
者
や
子
ど
も
、
病
気
の
方
な

ど（
災
害
時
要
援
護
者
）は
、
特
に

早
め
の
避
難
が
必
要
で
す
。
災
害

時
要
援
護
者
の
避

難
は
、
隣
保
な
ど

地
域
み
ん
な
で
協

力
し
、
安
否
確
認

や
避
難
の
呼
び
掛

け
、
手
助
け
を
し

ま
し
ょ
う
。

出
水
期
に
は
、
集
中
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
影
響
で
、
山
間
部
な
ど

で
は「
土
石
流
」「
地
す
べ
り
」「
が

け
崩
れ
」が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

市
で
は「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

が
発
表
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
防

災
行
政
無
線
な
ど
を
通
じ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
注
意
を
呼
び
掛
け

ま
す
が
、
少
し
で
も
異
変
を
感
じ

た
と
き
は
、
早
め
の
自
主
避
難
を

お
願
い
し
ま

す
。防

災
情
報
、

非
常
持
ち
出

し
品
、
避
難

の
方
法
に
つ

い
て
は
、
36

ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
て
い

ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
！

市
が
避
難
準
備
情
報
を
出
し
た

と
き
や
異
常
な
雨
で
辺
り
が
冠
水

し
始
め
た
と
き
、
大
雨
で
裏
山
か

ら
変
な
音（
地
鳴
り
）が
す
る
と
き
、

家
族
や
地
域
で
い
つ
ど
の
よ
う
な

行
動
を
取
り
ま
す
か
？

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

地
域
の
危
険
箇
所
や
こ
れ
ま
で
の

風
水
害
で
の
地
域
の
特
徴
を
知
る

こ
と
、
災
害
時
の
行
動
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
は
、
各
区
の
地
域

防
災
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
防
災
力
ア
ッ
プ

の
た
め
の
自
主
防
災
活
動
な
ど
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
防
災
課
に
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

発
表
さ
れ
た
場
合
は
「
避
難
す
る

方
自
身
が
食
料
等
の
『
非
常
持
ち

出
し
品
』
を
持
参
す
る
こ
と
」
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で

3
日
分
の
飲
料
水
や
食
料
、
生
活

必
需
品
を
備
蓄
し
て
く
だ
さ
い
。

市
が
指
定
す
る
避
難
所
に
よ
っ

て
は
、「
風
水
害
時
」
に
使
用
し

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
、
市
防
災
マ
ッ
プ
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
避
難
所
や
避
難

経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
災
害
の
発
生
ま
た
は

そ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

・
警
察
、
消
防
団
、
区
や
自
主
防

　

災
組
織
の
誘
導
・
指
示
に
従
う
。

・
避
難
途
中
の
浸

水
、
土
砂
災
害

に
注
意
す
る
。

・
避
難
所
が
遠
方

で
な
い
限
り
、

車
で
の
避
難
は

控
え
る
。

浸
水
時
に
、
水
の
深
さ
が
ひ
ざ

の
位
置
を
上
回
る
と
、
移
動
す
る

の
は
非
常
に
危
険
で
す（
そ
れ
以

避
難
が
遅
れ
た
と
き
は
、

建
物
の
2
階
以
上
へ
！

避
難
所
の
確
認
！

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

○
出
前
講
座　
職
員
が
講
師
と
し

て
出
向
き
、
風
水
害
・
地
震
・

津
波
の
話
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

○
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
区
内

を
実
際
に
歩
き
、地
域
の
特
徴
・

危
険
箇
所
を
確
認
し
、
区
独
自

の
災
害
時
の
避
難
ル
ー
ル
や
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
支
援
し
ま

す
。

○
自
主
防
災
組
織
活
動
支
援　
規

約
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
支

援
、
各
区
の
訓
練
支
援
を
行
い

ま
す
。「
自
主
防
災
組
織
資
機

材
整
備
補
助
金
制
度
」を
設
け

て
い
ま
す
。

▲出前講座

▲防災ワークショップ

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
…

地
域
で
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
？

広報とよおか　2014.6.257



市
が
納
付
し
た
消
費
税
は
、
5

年
間
分
が
国
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

改
め
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
深

く
お
わ
び
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略

近
年
、
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
の
城
崎
温
泉
の
外

国
人
宿
泊
客
数
は
年
間
約
1
万
人

で
、
対
前
年
比
で
約
2
倍
、
平
成

23
年
と
比
べ
る
と
約
9
倍
で
す
。

増
加
は
続
き
、
今
年
1
月
か
ら
3

月
の
城
崎
温
泉
の
外
国
人
宿
泊
客

数
は
、
昨
年
同
期
の
約
1
・
8
倍

で
す
。

5
月
に
、
全
国
公
募
し
た
海
外

戦
略
推
進
員
が
着
任
し
ま
し
た
。

7
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
、

フ
ラ
ン
ス
都
市
連
合
主
催
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
招
待
さ
れ
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
や
環
境
経
済
戦
略
に
つ

い
て
講
演
す
る
予
定
で
す
。
あ
わ

せ
て
、
日
本
政
府
観
光
局
パ
リ
事

務
所
や
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
パ

リ
事
務
所
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
本
社
等

を
訪
問
し
、
関
係
強
化
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
海
外
最
大
の
日
本
文
化

博
覧
会「
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
」

の
豊
岡
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
視
察
し

円
と
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基

金
2
億
5
千
万
円
を
充
て
、
被

保
険
者
一
人
当
た
り
の
国
保
税

額（
基
礎
課
税
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
＋
介
護
納
付
金
分
）を

9
万
9
8
7
4
円
、
前
年
度
比
6

％
増
に
抑
え
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
豊
岡
市
給
水
条
例
の
改
正

給
水
装
置
工
事
設
計
審
査
手
数

料
と
給
水
装
置
工
事
検
査
手
数
料

は
、
平
成
17
年
度
の
合
併
時
か
ら

消
費
税
の
課
税
対
象
と
し
、
税
相

当
分
を
徴
収
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
定
例
議
会

で
、
消
費
税
率
を
8
％
に
す
る
条

例
改
正
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
4
月
に
、
昨
年

市
か
ら
豊
岡
税
務
署
に
行
っ
た
問

い
合
わ
せ
に
対
す
る
回
答
が
あ
り
、

非
課
税
と
の
国
税
庁
の
見
解
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
改

正
条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

徴
収
す
べ
き
で
な
か
っ
た
消
費

税
相
当
分
は
早
期
に
還
付
し
ま
す
。

ま
た
、
合
併
前
の
旧
城
崎
町
は
、

平
成
9
年
度
か
ら
合
併
直
前
ま
で
、

前
述
の
手
数
料
以
外
に
給
水
装
置

工
事
指
定
工
事
店
の
登
録
手
数
料

や
下
水
道
関
係
手
数
料
を
課
税
扱

い
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
併

せ
て
還
付
し
ま
す
。

5
月
30
日
、
平
成
26
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
、

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
議
員
に
お
祝
い
を
述
べ
ま

し
た
。

続
い
て
、
本
市
が「
第
34
回
日

本
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
」を
受
賞

し
た
こ
と
、「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

と
大
交
流
に
よ
る
経
済
成
長
へ
の

取
組
み
が
、
国
の
地
域
活
性
化
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
選
ば
れ
た
こ
と
を

報
告
し
た
後
、
当
面
す
る
市
政
の

諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
円
山
川
水
系
河
川
整
備
計
画
等

国
に
よ
る
城
崎
大
橋
・
奈
佐
小

橋
間
の
左
岸
側
特
殊
堤
整
備
、
戸

島
地
区
や
稲い

な
ん
ば葉
川
合
流
部
の
堤
防

整
備
は
、
継
続
さ
れ
ま
す
。

中
郷
の
遊
水
地
整
備
の
用
地
買

収
は
継
続
さ
れ
、
鶴
岡
・
日
置
地

区
無
堤
防
対
策
の
用
地
買
収
に
着

市
政
の
動
き

　  

６
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

手
さ
れ
ま
す
。

野
上
地
区
に
仮
置
き
し
て
い
た

河
道
掘
削
土
砂
は
、
小こ

河が
わ

江え

地
区

へ
の
搬
出
が
終
わ
り
、
現
在
、
ほ

場
の
整
地
中
で
す
。

下
鶴
井
地
区
の
仮
置
き
土
砂
は
、

円
山
川
運
動
公
園
へ
の
流
用
土
を

除
き
、
今
年
度
中
に
搬
出
さ
れ
る

予
定
で
す
。

○
市
立
高
橋
診
療
所

平
成
24
年
か
ら
新
た
な
医
師
を

募
集
し
、
5
月
、
関
東
の
医
療
法

人
と
診
療
所
運
営
の
基
本
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
不
採
算
地
区
の

た
め
、
一
定
範
囲
で
赤
字
補
て
ん

を
し
ま
す
。
運
営
形
態
は
、
施
設

無
償
貸
与
の
民
営
方
式
と
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

5
月
に「
平
成
26
年
度
豊
岡
市

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
」の
答
申
を
受
け
、

条
例
の
一
部
改
正
案
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療

費
見
込
額
は
、
昨
年
度
の
国
保
税

算
定
時
と
比
較
し
て
6
・
5
％
増
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
対
昨
年

度
実
績
値
比
で
3
・
7
％
増
、
介

護
納
付
金
分
は
8
・
9
％
増
と
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
繰
越
金
1
億
1
千
万

ま
す
。
本
市
が
社
員
を
受
け
入
れ

て
い
る
楽
天
株
式
会
社
の
好
意
に

よ
る
情
報
発
信
で
す
。

○
第
5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・　

　
　
　
　
　
　

国
際
か
い
ぎ

7
月
に
、
県
・
市
主
催
で
、「
第

5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か

い
ぎ
」を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ

は「
未
来
へ
！
〜
野
生
復
帰
の
す

す
め
〜
」で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
事
業
の
現
状
と
課
題
を
認

識
し
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
事
業
は
、

平
成
23
年
度
に
県
が
中
心
と
な
っ

て
策
定
し
た「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」「
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
推
進
計
画

（
第
2
期
）」、
国
・
県
・
市
共
同

主
体
で
と
り
ま
と
め
て
い
る「
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
検
証
事
業
」

な
ど
を
通
し
て
、
現
状
と
課
題
が

整
理
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

県
の
補
助
制
度
の
見
直
し
を
受

け
、
市
は
、
今
後
3
年
間
、
シ

カ
の
捕
獲
を
集
中
的
に
進
め
ま

す
。
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
員
の
シ

カ
捕
獲
報
償
金
を
増
額
し
、
捕
獲

専
任
班
を
新
設
し
、
今
年
度
は
約

6
5
0
0
頭
の
捕
獲
を
目
指
し
ま

す
。
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○
伊
藤
清
永
美
術
館
の
名
称
変
更

本
年
度
25
周
年
を
迎
え
た
伊
藤

清
永
美
術
館
は
、
唯
一
の
市
立
美

術
館
と
し
て
地
域
の
芸
術
文
化
振

興
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、名
称
に「
豊
岡
市
立
」が

付
い
て
い
な
い
た
め
、作
品
交
流
の

際
に
私
的
な
美
術
館
と
誤
解
さ
れ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
名
称
を「
豊
岡
市
立

美
術
館

伊
藤
清
永
記
念
館

」

に
改
め
て
、
市
の
美
術
館
と
し
て

の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金　

国
の
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に
、

「
地
域
活
性
化
・
効
果
実
感
臨
時

交
付
金
」い
わ
ゆ
る「
が
ん
ば
る
地

域
交
付
金
」が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
好
循
環
実
現
の
た

め
の
経
済
対
策
」と
し
て
、
景
気

回
復
が
波
及
し
て
い
な
い
財
政
力

の
弱
い
市
町
村
で
あ
っ
て
も
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

使
途
は
、
建
設
国
債
の
対
象
と

な
る
国
庫
補
助
事
業
、
建
設
地
方

債
の
対
象
の
地
方
単
独
事
業
の
財

源
と
し
て
も
充
当
で
き
ま
す
。

本
市
へ
の
交
付
限
度
額
は
ま
だ

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
4
億
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

○
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

設
備
の
充
実

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
9
月
に
、
日
本
を
代
表
す
る

劇
作
家
・
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
と
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
女
優
賞
を
受

賞
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
俳
優
の
滞
在

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
春
に

は
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
人

気
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
演
出
家

の
滞
在
も
内
定
し
て
い
ま
す
。

滞
在
中
に
制
作
さ
れ
る
作
品
は
、

そ
れ
ぞ
れ
世
界
初
演
が
豊
岡
で
な

さ
れ
た
後
、
世
界
各
国
で
上
演
さ

れ
ま
す
。

11
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の
間

の
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
募
で

は
、
6
カ
国
25
件
の
応
募
が
あ
り
、

7
件
を
選
定
し
ま
し
た
。
こ
の
7

件
を
合
わ
せ
て
、
今
年
度
す
で
に

日
本
を
含
む
世
界
6
カ
国
15
団
体

の
滞
在
制
作
が
内
定
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
を
代
表

す
る
舞
台
美
術
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
舞
台
な
ど
の
施
設
を
改

善
し
ま
す
。
舞
台
の
改
善
作
業
は
、

舞
台
芸
術
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
す
る
学
生
た
ち
の
実
習
活
動

と
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
排
水
管
の

調
査
と
ト
イ
レ
の
改
修
設
計
を
実

施
し
ま
す
。

は
、
算
数
、
国
語
と
も
に
全
国
平

均
を
下
回
り
、
学
力
の
向
上
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
習
の
積
み
重
ね
が

重
要
な
算
数
に
絞
り
、
基
本
的
な

計
算
力
を
高
め
る
補
充
学
習
を

「
豊
岡
が
ん
ば
り
タ
イ
ム
」と
し
て

実
施
し
ま
す
。
対
象
校
は
、
規
模

が
大
き
い
た
め
、
き
め
細
か
な
授

業
実
施
が
難
し
い
、豊
岡
・
八
条
・

五
荘
・
日
高
・
弘
道
小
学
校
と
し

ま
す
。　

県
費
負
担
教
職
員
の
非
常
勤
講

師
が
、
週
1
日
か
ら
5
日
、
放
課

後
の
1
時
間
程
度
、
学
校
が
選
定

し
た
児
童
を
指
導
し
、
学
力
向
上

を
図
り
ま
す
。
事
業
費
は
全
額
県

補
助
金
を
充
て
ま
す
。

○
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
事
業

土
曜
日
等
に
地
域
の
方
が
講
師

と
な
り
、
小
学
校
児
童
に
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
の
場
を
提
供
す

る
、
県
の
補
助
事
業「
土
曜
チ
ャ

レ
ン
ジ
学
習
事
業
」を
実
施
し
ま

す
。
初
年
度
は
五
荘
・
福
住
小
学

校
で
実
施
し
、
順
次
、
全
校
に
拡

大
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
夢
実
現
力
を
身

に
付
け
、
地
域
の
教
育
力
が
向
上

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

昨
年
度
は
、
12
月
ま
で
は
過
去

最
高
の
利
用
率
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
冬
季
ダ
イ
ヤ
で
午
後
便
が
繰

り
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

年
間
利
用
率
は
対
前
年
度
比
で
2

ポ
イ
ン
ト
増
の
62
・
2
％
で
し
た
。

伊
丹
経
由
の
東
京
乗
継
利
用
者

数
は
、
対
前
年
度
比
で
18
％
増
の

1
万
1
1
1
3
人
で
、
開
港
以
来

初
の
1
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
年
間
利
用
率
70
％
を

目
指
し
ま
す
。

○
全
但
バ
ス
神
鍋
線
の

上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

昨
年
4
月
に
開
始
し
た
、
第
2

期
社
会
実
験
の
評
価
対
象
期
間
が

3
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。
利
用

者
数
は
、
目
標
の
12
万
1
千
人
に

対
し
、
11
万
1
2
6
0
人
で
、
達

成
率
は
92
％
で
し
た
。

し
か
し
、
第
1
期
と
比
べ
利
用

者
数
は
2
万
3
2
6
8
人
増
、
運

賃
収
入
も
2
4
7
万
5
千
円
増
と

大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。

今
後
、
結
果
分
析
を
進
め
、
地

元
や
運
行
事
業
者
と
協
議
し
、
10

月
以
降
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
豊
岡
が
ん
ば
り
タ
イ
ム

昨
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
の
結
果
、
本
市
の
小
学
校

嘱
託
職
員
を
採
用
し
、
捕
獲
専

任
班
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を

行
い
ま
す
。

○
田
結
漁
港
の

　
　
　

ご
み
漂
着
対
策
の
検
討

田
結
漁
港
は
、円
山
川
の
河
口

に
位
置
し
て
い
る
た
め
、ご
み
の

漂
着
や
砂
の
体
積
が
あ
り
、多
額

の
除
去
費
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、現
況
分
析
や
要
因
の
推

定
を
行
い
、対
策
案
を
検
討
し
ま

す
。

○
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

国
は
、
地
域
の
金
融
機
関
の
資

金
を
活
用
し
、
地
域
内
の
経
済
循

環
と
雇
用
を
拡
大
す
る
た
め
、
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
を

創
設
し
ま
し
た
。

市
は
、事
業
化
の
め
ど
が
立
っ

た
3
件
を
申
請
し
、交
付
決
定
を

受
け
ま
し
た
。全
国
の
採
択
件
数

は
35
件
で
、3
件
の
採
択
は
徳
島

県
と
並
ん
で
全
国
最
多
で
す
。

採
択
を
受
け
た
事
業
は
①
豊
岡

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
高

級
木
製
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
②
地
元
間

伐
材
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
熱
源
と

す
る
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
③
但

馬
牛
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
地
元

食
材
を
使
っ
た
薫
製
製
造

で
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
状
況

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
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後
うしろ

元気クラブ 〔後区（但東地域）〕
・目的：集まることで、一人では続きにくい運動を継続

できる。また笑いや安否確認にもなり、区の一
体感が強まることを期待

・日時：毎週金曜日の午後１時30分～（１時間程度）
・会場：民生委員宅
・開始：平成26年４月～
 参加者の声
  ・肩こりを改善したい
  ・足先の冷えを改善さ
　 せたい　など

今、人気の「玄さん元気教室」実施区・団体が急増中！
～“カラダの元気”と“地域の元気”を目指して～

「玄さん元気教室」は“健康づくりを中心とした区・団体での自主活動”を支援するプログラムです。
熊本大学政策創造研究教育センター教授の都

つ

竹
づく

茂
しげ

樹
き

さんの監修のもと、豊岡市が独自に作成した「元
気もん体操」を週１回程度、区の会館などで行います。
平成26年５月末現在、豊岡市全域で40の区や団体などが、「玄さん元気教室」に取り組んでいます。
新たにスタートした４区を紹介します。　　　　　　　　《問合せ》 健康増進課成人保健係☎24-1127

その① 歩いて参加できる区の会館などで実施 その③ 簡単な体操なので、自宅でも継続しやすい
・どの年代でも参加しやすい ・自宅では、10分でできる体操を提案
・歩いて会館まで行けば、ずっと続けられる その④ 仲間がいれば、運動が続きやすい

その② みんなで同じ体操をする ・一人では続きにくい人にこそお勧め
・一体感が生まれる その⑤ 集まることが、楽しくなる
・途中からでも参加できる ・定期的に集まることで、区民のコミュニケ

　ーションが増える・ビデオを見ながら行うので、先生が不要

ここに注目！

小
こ

人
びと

玄さん元気教室 〔小人区（出石地域）〕
・目的：健康増進、地域の絆を強める
・日時：毎週水曜日の午後１時30分～（１時間程度）
・会場：小人会館
・開始：平成26年４月～
 参加者の声
  ・姿勢を良くしたい
  ・膝痛を改善したい
　　など

森
しん

睦
ぼく

会
かい

 〔森本区（竹野地域）〕
・目的：体力づくり、いつまでも歩くための体づくり
・日時：第２・４月曜日の午前10時30分～（１時間程度）
・会場：森本ちびっこ会館
・開始：平成26年５月～
 参加者の声
  ・筋力を付けて歩きたい
  ・階段の昇り降りができ
　 るようになりたい　など

江
え

本
もと

玄さん元気教室
〔江本区（豊岡地域）〕
・目的：笑って、元気で、楽しく！
・日時：毎週金曜日の午後２時～
　　　  （１時間程度）
・会場：江本会館
・開始：平成26年４月～
 参加者の声
  ・筋力をつけて、代謝を増やしたい
  ・おなか回りを減らしたい　など

玄さん元気教室
・開催頻度 ：週１回
・場　　所 ：区・団体等で

確保
・内　　容 ：「元気もん体操」、体力測定、

健康講話など
※「元気もん体操」は、１回30分程度の体
　操（ストレッチや筋トレなど）です。
▼支援
・自主活動に必要な体操のＤＶＤやミニボ
　ール、自動血圧計などを貸し出します。
・６カ月間に９回程度、保健師・栄養士・
　健康まちづくり指導員などのスタッフ
　を派遣し、体操の指導などを行います。

「玄さん元気教室の特徴」
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・
3
カ
月
〜
：
手
で
邪
魔
な
物
を

ど
か
す
、ガ
ラ
ガ
ラ
を
振
る（
意

図
や
目
的
に
沿
っ
て
、
手
を
動

か
せ
る
力
が
高
ま
っ
て
く
る
）

・
9
カ
月
〜
：
親
指
と
人
差
し
指

で
つ
か
も
う
と
す
る
、
棒
で
た

た
く（
指
や
道
具
が
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
）

◎
手
の
運
動
の
洗
練
期

・
1
歳
ご
ろ
：
お
も
ち
ゃ
の
車
を

走
ら
せ
る
、
殴
り
書
き（
手
や

道
具
が
う
ま
く
使
え
て
き
て
、

世
界
が
ぐ
っ
と
広
が
る
）

・
2
歳
ご
ろ
：
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が

る（
筋
力
が
つ
い
て
く
る
）

・
3
歳
ご
ろ
：
は
さ
み
で
紙
を
切

る（
複
雑
な
道
具
も
使
え
る
）

・
4
歳
ご
ろ
：
人
の
絵
を
描
く

・
5
歳
ご
ろ
：
見
本
を
見
て
四
角

を
描
く（
指
や
道
具
を
う
ま
く

使
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
で

き
て
く
る
）

※
年
齢
は
目
安
で
、
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
健
康

増
進
課
に
相

談
し
て
く
だ

さ
い
。

○
咳せ
き

や
た
ん
、息
切
れ
が
続
く
…
こ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
る

「
C
O
P
D
」（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）と
い
う
呼
吸
器
の
病
気
が
あ

り
ま
す
。
別
名「
タ
バ
コ
病
」と

も
呼
ば
れ
、
そ

の
名
の
と
お
り
、

原
因
の
多
く
は

喫
煙
で
す
。

「
年
の
せ
い
」「
体
力
が
落
ち

た
か
ら
」な
ど
と
片
付
け
ら
れ
て
、

病
気
の
始
ま
り
と
気
付
き
に
く
い

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

○
予
防
と
治
療
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
禁
煙
」

病
気
が
分
か
っ
て
も
タ
バ
コ
を

吸
い
続
け
た
り
、
治
療
し
な
い
で

い
る
と
、
息
切
れ
が
強
く
な
る
、

体
を
動
か
す
こ
と
が
困
難
に
な
る

な
ど
、
症
状
が
悪
化
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
早
い
時
期
に
禁
煙
す

れ
ば
、
健
康
な
方
と
同
様
の
生
活

を
送
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

C
O
P
D
の
治
療
の
基
本
は

「
禁
煙
」で
す
。
肺
の
機
能
は
、
禁

煙
を
始
め
た
そ
の
時
か
ら
回
復
し

始
め
ま
す
。
禁
煙
外
来
治
療
を
行

乳
幼
児
期
は
、
一
生
の
う
ち
で

最
も
発
達
が
盛
ん
な
時
期
で
、
子

ど
も
は
日
々
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
変
化
が
激
し
い
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
時
々
の
発
達
を
的

確
に
捉
え
、
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。

■
手
の
運
動
っ
て
？

普
段
、
あ
ま
り
意
識
せ
ず
に
過

ご
し
て
い
ま
す
が
、
生
活
の
多
く

の
場
面
で
、
手
の
動
き
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
食
事
の
と
き
、
お
も

ち
ゃ
で
遊
ぶ
と
き
、
絵
を
書
く
と

き
な
ど
で
す
。

「
手
の
運
動
」と
い
う
と
、
手
の

こ
と
だ
け
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
実
は「
見
る
力
」「
見
た
こ
と

に
合
わ
せ
て
手
の
動
き
を
調
整
す

る
力
」も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

手
の
運
動
の
発
達
過
程
と
関
わ

り
を
細
か
く

見
て
み
ま
し

ょ
う
。

◎
手
の
運
動
の
芽
生
え
期

・
0
カ
月
〜
：
触
れ
た
物
を
握
る

（
手
に
触
れ
た
物
を
反
射
的
に

握
る
。
意
外
に
力
強
い
）

乳
幼
児
期
の
発
達

っ
て
い
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す

の
で「
い
ま
さ
ら
禁
煙
し
て
も
し

ょ
う
が
な
い
」と
思
わ
ず
、
症
状

な
ど
が
気
に
な
る

方
は
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

○
タ
バ
コ
の
煙
か
ら
、

大
切
な
人
を
守
ろ
う

兵
庫
県
で
は
、
平
成
25
年
4

月
か
ら「
受
動
喫
煙
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

決
め
ら
れ
た
場
所
以
外
で
喫
煙
し

な
い
よ
う
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
タ
バ
コ
か
ら
卒
業
す

る
こ
と
で
、
喫
煙
者
自
身
と
周
り

の
方
を
煙
の
害
か
ら
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》 

健
康
増
進
課
健
康
増

進
係
☎
24

1
1
2
7

■
発
達
に
合
っ
た
関
わ
り

◎
芽
生
え
期

手
で
物
に
触
れ
た
り
、
動
か
し

た
り
す
る
経
験
を
多
く
持
ち
、
子

ど
も
と
外
界
が
、
手
を
通
じ
て
つ

な
が
っ
て
い
く
の
を
応
援
し
ま
し

ょ
う
。
つ
る
つ
る
、
ざ
ら
ざ
ら
、

冷
た
い
、
温
か
い
な
ど
の
感
覚
を

楽
し
め
る
物
を
触
ら
せ
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ガ
ラ
ガ
ラ
な
ど
の
操
作

が
簡
単
な
お
も
ち
ゃ
を
与
え
、
自

分
の
意
志
で
動
か
し
て
楽
し
む
遊

び
も
お
勧
め
で
す
。

◎
洗
練
期

子
ど
も
の
生
活

や
遊
び
の
様
子
を

見
て
、
手
の
運
動

の
力
が
今
ど
れ
く

ら
い
か
を
確
認
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
経
験
や
お
も
ち
ゃ
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
簡
単
過
ぎ
ず
、
難
し
過

ぎ
ず
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
が
一

人
で
で
き
な
い
こ
と
は
、
大
人
が

少
し
手
助
け
を
し
な
が
ら
一
緒
に

取
り
組
む
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
発
達
し
て
い
く
原
動

力
は
興
味
と
楽
し
み
で
す
。「
子

ど
も
の
興
味
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
」を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

《
問
合
せ
》 

健
康
増
進
課
母
子
保

健
係
☎
24

1
1
2
7

体
の
中
か
ら
ス
ッ
キ
リ
健
康
に
！

　
〜
肺
の
病
気「
C
O
P
D
」を
予
防
し
よ
う
〜

子
ど
も
の
発
達
を
知
り
、
子
ど
も
を
支
え
る

　
③
子
ど
も
の
手
の
運
動
の
発
達

▲禁煙表示
　ステッカー
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久
保 
修し

ゅ
う　

切
り
絵
の
世
界
展

紙
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
in
豊
岡

７
月
14
日（
月
）〜
８
月
31
日（
日
）

　
「
伊
藤
清
永
美
術
館
」は「
豊
岡

市
立
美
術
館

－

伊
藤
清
永
記
念

館

－

」に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

今
年
で
開
館
25
周
年
を
迎
え
る
当

館
で
は
、
切
り
絵
画
家
の
久
保 

修
さ
ん
の「
切
り
絵
の
世
界
展
」を
、

15
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

　

四
季
折
々
に
移
り
行
く
日
本
の

風
景
や
伝
統
文
化
を「
切
り
絵
」と

い
う
形
で
表
現
し
続
け
る
久
保
さ

ん
。
画
業
40
周
年
を
経
て
、
国
際

交
流
事
業
で
世
界
各
国
を
訪
問
し
、

文
化
交
流
や
展
覧
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
そ
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て

い
ま
す
。

　

繊
細
な
作
業
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
作
品
に
は
、
但
馬
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
も
数
多
く
あ
り
、
色
彩

豊
か
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
久
保
さ
ん
の
作
品
を
通

し
て
地
域
の
風
土
を
感
じ
、
そ
の

良
さ
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場　

豊
岡
市
立
美
術
館

－

伊

藤
清
永
記
念
館

－

▽
展
示
作
品　

約
1
0
0
点

▽
開
館
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時

30
分
ま
で
）

▽
休
館
日　

水
曜
日

▽
入
館
料

①
大
人
8
0
0
円（
7
0
0
円
）

②
高
校
・
大
学
生
6
0
0
円

（
5
0
0
円
）

③
65
歳
以
上
・
身
障
者
4
0
0
円

④
小
・
中
学
生
2
0
0
円

（
1
0
0
円
）

※（　

）内
は
団
体
料
金

（
20
人
以
上
）

※
②
・
③
は
証
明
書
等

を
提
示

※
④
は
コ
コ
ロ
ン
カ
ー

ド
提
示
で
無
料

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

　

モ
ニ
ー

　

7
月
14
日（
月
）午
前

9
時
30
分
〜

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

久
保
さ
ん
に
よ
る
作
品
解
説
会

を
開
催
し
ま
す
。

①
7
月
14
日（
月
）午
前
10
時
30
分
〜

②
7
月
21
日（
月
・
祝
）午
後
2
時
〜

◆
切
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

久
保
さ
ん
と
切
り
絵
を
作
る
体

験
教
室
で
す（
定
員
各
回
30
人
）。

①
7
月
20
日（
日
）午
後
2
時
〜
約

90
分
間（
対
象
：
高
校
生
以
上
）

﹇
参
加
費
﹈1
2
0
0
円

②
7
月
21
日（
月
・
祝
）午
前
10
時

30
分
〜
約
90
分
間（
対
象
：
小

学
5
年
生
〜
中
学
3
年
生
）﹇
参

加
費
﹈6
0
0
円

※
参
加
費
に
入
館
料
も
含
む
。

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

受
付
：
7
月
1
日
〜
7
月
11
日

◆
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ツ
ア
ー

　

夜
の
美
術
館
を
探
検
し
な
が
ら
、

切
り
絵
の
世
界
を
再
発
見
。
当
館

学
芸
員
が
案
内
し
ま
す（
約
30
分
）。

①
8
月
14
日（
木
）午
後
7
時
〜

②
8
月
15
日（
金
）午
後
7
時
〜

※
事
前
申
込
み
不
要（
要
入
館
料
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
豊
岡
市
立

美
術
館

－

伊
藤
清
永
記
念
館

－

☎
52

－

5
4
5
6

パ
ス
テ
ル
画
教
室
の
参
加
者
募
集

（
詳
細
は
29
ペ
ー
ジ
記
事
に
て
）

◆
一
般
の
部

ご
飯
粒
ひ
と
つ
で
思
わ
ず
出
る

小
言　
　
　
　
　
（
西
村
嘉
浩
）

親
と
子
で
も
っ
た
い
な
い
が
食

い
ち
が
う　
　
　
　
（
き
み
子
）

ピ
ン
チ
に
は
も
っ
た
い
な
に
助

け
ら
れ　
　
　
　
　

   （
障
子
）

食
べ
残
す
ほ
ど
な
ら
と
る
な
バ

イ
キ
ン
グ　
　

   （
西
村
光
生
）

出
ツ
ク
シ
た
ツ
ク
シ
を
皆
で
取

り
ツ
ク
シ　
　
　

   （
紫
敷
布
）

仕
事
し
て
勿
体
無
い
と
コ
ン
ビ

ニ
で　
　
　
　
　

   （
信
原
聡
）

あ
っ
も
っ
た
い
な
い
貧
乏
人
嘆

き
か
な　
　
　

   （
橋
本
広
子
）

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
一
枚
づ
つ
の
積

み
重
ね　
　
　

   （
長
谷
川
隆
）

も
っ
た
い
な
い
そ
れ
は
私
だ
あ

ん
た
に
は　

   （
長
谷
川
輝
之
）

ホ
ー
ル
イ
ン
の
が
し
て
今
は
云

う
こ
と
ば　
　

   （
初
田
稜
二
）

消
費
か
ら
節
約
志
向
ギ
ア
チ
ェ

ン
ジ　
　
　
　

   （
花
岡
宏
明
）

使
い
捨
て
楽
に
流
れ
る
弱
い
人

　
　
　
　
　

   （
花
岡
由
紀
子
）

無
農
薬
心
地
良
き
身
は
あ
り
が

た
き　
　
　
　
　
　

   （
霞
舟
）

日
本
晴
れ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
嬉

し
そ
う　
　
　
　
　
（
林
善
隣
）

古
靴
も
も
っ
た
い
な
い
と
野
良

履
に　
　
　
　
　
（
原
田
弘
一
）

長
生
き
の
祖
母
の
口
癖
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
　
（
あ
き
）

タ
イ
ム
セ
ー
ル
あ
わ
て
買
い
し

て
食
べ
き
れ
ず　
（
原
茂
敬
浩
）

古
い
も
の
大
事
に
使
い
守
る
地

球　
　
　
　

   （
樋
口
真
由
美
）

封
筒
は
季
節
感
じ
る
包
装
紙　

　
　
　
　
　
　

   （
平
岡
典
子
）

捨
て
ら
れ
ぬ
物
あ
る
場
所
が
も

っ
た
い
な
い　

   （
平
田
裕
子
）

お
ば
あ
さ
ん
も
っ
た
い
な
い
が

口
癖
に　
　
　

   （
福
井
正
二
）

長
電
話
や
か
ん
カ
ッ
カ
と
怒
り

だ
す　
　
　
　

   （
福
島
敏
朗
）

安
売
り
に
つ
ら
れ
て
買
っ
て
腐

ら
せ
る　
　
　

   （
福
田
善
彦
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

使
わ
な
い
持
っ
て
い
る
と
た
だ

の
ゴ
ミ　
　
　
　
　

   （
匿
名
）

考
え
て
そ
れ
を
ず
っ
と
使
う
の

か　
　
　
　
　
　
　

   （
匿
名
）

ね
え
み
な
さ
ん
捨
て
な
い
で
よ

ね
富
士
山
に　
　
　

   （
匿
名
）

感
謝
し
て
資
源
と
食
料
大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　

   （
匿
名
）

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ま
だ
ま
だ
使

え
る
も
っ
た
い
な
い（
森
田
愛
）

捨
て
な
い
で
よ
く
見
て
使
え
る

再
利
用　
　
　

   （
森
田
彩
友
）

聞
い
て
み
て
ま
だ
使
え
る
と
叫

ぶ
声　
　
　
　
（
門
田
樹
里
亜
）

み
じ
か
い
よ
ぼ
く
の
え
ん
ぴ
つ

ま
だ
つ
か
う　
　
（
矢
熊
大
樹
）

もったいない川柳応募作品紹介（氏名またはペンネーム・敬称略）
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　次のような場合は、いったん全額自己負担となりますが、申請後に審査で決定されれば、
自己負担分を除いた額が支給されます。

　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったとき、申請して認められると、自己負担限度額を
超えて支払った分が支給されます。
　なお、高額療養費の該当者には、診療を受けられた日から約３カ月後に申請案内文書を送付します。

限度額適用認定証
　医療機関の窓口に健康保険証と一緒に提示すれば、自己負担限度額までの負担となります。
事前に申込みが必要です（ただし、認定証を交付できるのは、国民健康保険税完納の方に限
ります）。
　限度額適用認定証を利用しても、なお高額な医療費を支払った場合は、高額療養費の申請
ができます。
※70歳以上75歳未満の一般区分・現役並所得区分の方は、限度額適用認定証の申請の必要はありません。
〔申請に必要なもの〕　①国保被保険者証　②印鑑　③本人確認書類（運転免許証など）

※医療費を支払った日の翌日から２年を過ぎると支給されません。
※診療内容が適正であったかどうか審査しますので、申請から支給までに２～３カ月かかります。審査
結果によっては支給されない場合もあります。

（注１）国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額などが600
万円を超える世帯。所得の申告が無い場合も上位所得者と見なされます。

（注２）高額療養費の支給が過去12カ月間で４回目以降になる場合は限度額が
下がり、さらに負担が軽減されます。

①国保被保険者証　　②印鑑　　③対象となる全ての領収書
④振込先の分かるもの（通帳）　⑤本人確認書類（運転免許証など）

国
民
健
康
保
険
の
給
付
①

〜
給
付
制
度
の
活
用
〜

こんなとき 申請に必要な書類など 共通して必要なもの
事故や急病などで、やむを得ず保険
証を持たずに診療を受けたとき

・療養証明書
・領収書 ・国保被保険者証

・印鑑
・振込先の分かるもの
　（通帳）
・本人確認書類
　（運転免許証など）

医師が治療上必要と認めた補装具代
を負担したとき

・医師の意見書
・領収書

医師が必要と認めた、手術などで輸
血を用いた生血代

・医師の診断書か意見書
・輸血用生血液受領証明書
・血液提供者の領収書

骨折や捻挫などで国保を扱ってない
柔道整復師の施術を受けたとき ・施術明細が分かる領収書

はり・きゅう・マッサージなどの施
術を受けたとき（医師の同意が必要）

・医師の同意書
・施術明細が分かる領収書

海外渡航中に診察を受けたとき（治
療目的の渡航は除く）

・診療内容明細書（日本語翻訳文付）
・領収明細書（日本語翻訳文付）
・受診者のパスポート

所得区分 過去12カ月間で３回目まで ４回目以降（注２）
一般（下記以外の方） 80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％ 44,400円
上位所得者（注１） 150,000円＋（総医療費－500,000円）×１％ 83,400円
住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
一般 12,000円 44,400円

現役並所得者 44,400円 80,100円＋（総医療費－
267,000円）×１％ 44,400円（4回目以降）

低所得者Ⅱ 　8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 　8,000円 15,000円

●自己負担限度額（70歳未満の方）

療養費

高額療養費

●自己負担限度額（70歳以上75歳未満の方）

申請に
必要なもの

国
民
健
康
保
険
に
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
「
給
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

制
度
内
容
な
ど
を
、
2
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
市
民
課
国
保
医
療
係
☎
21

－

9
0
6
1
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▼
均
等
割　

平
成
25
年
中
の
世
帯

（
世
帯
主
と
世
帯
内
の
被
保
険

者
）の
総
所
得
金
額
等
が
一
定

の
金
額
以
下
の
方

　

医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど
に

よ
る
保
険
料
の
大
幅
な
上
昇
を

抑
制
す
る
た
め
、
広
域
連
合
決

算
剰
余
金
約

39
億
円
の
全

額
活
用
と
、

県
に
設
置
さ

れ
て
い
る
財

政
安
定
化

基
金
か
ら
約

34
億
円
を
取

り
崩
し
ま
す
。

合
計
約
73
億

円
を
繰
り
入

れ
る
こ
と
で
、

一
人
当
た
り

保
険
料
額
の

上
昇
幅
を
1
・

1
％
の
伸
び

率
に
抑
え
て

い
ま
す
。

　

個
人
ご
と
の

保
険
料
額
は
、

7
月
中
旬
に
送

付
す
る
保
険
料

額
決
定
通
知
書

で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

年
間
の
保
険
料
は
、
一
人
一
人

が
等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」

と
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る「
所
得
割
額
」の
合
計
で
す
。
保

険
料
額（
年
額
）の
上
限
が
、
55
万

円
か
ら
57
万
円
に
変
更
と
な
り
ま

す
。

平成26・27年度の保険料率を決定
～後期高齢者医療制度～

　後期高齢者医療制度の保険料率（均等割額と所得割率）は、２年ごとに見直されます。
　豊岡市は、一人当たりの医療費が県内の平均に比べて一定割合以上低いため、特例経過措置とし
て、平成25年度までは低い保険料率が設定されていました。6年間の特例経過措置が終了するため、
平成26年度からは県内均一の保険料率となります。

《問合せ》市民課国保医療係☎21－9061　各支所市民福祉係
兵庫県後期高齢者医療広域連合（コールセンター）☎078－326－2021

　

平
成
25
年
中
の
所
得
に
応
じ
て

平
成
26
年
度
の
保

険
料
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か

ら
5
割
お
よ
び
2
割
の
軽
減
対
象

が
拡
大
し
ま
し
た
。

※
5
割
軽
減
…
24
・
5
万
円
を
乗

　
ず
る
被
保
険
者
数
に
被
保
険
者

　
で
あ
る
世
帯
主
を
含
め
る

※
2
割
軽
減
…
被
保
険
者
数
に
乗

ず
る
金
額（
35
万
円
↓
45
万
円
）

▼
所
得
割　

所
得
割
額
算
定
に
か

か
る
所
得（
総
所
得
金
額
等
―

基
礎
控
除
額
33
万
円
）が
58
万

円（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は

2
1
1
万
円
）以
下
の
方
は
、

所
得
割
額
が
5
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
当

分
の
間
、
所
得
割
額
は
か
か
ら
ず
、

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
と
し
て
、
平
成
26
年
度
は
、

均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ
、
年

額
4
7
6
0
円
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民

健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い
た

方
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
率（
平
成
26
・
27
年
度
）

保
険
料
率
の
計
算
方
法

所
得
の
低
い
方
の
軽
減

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

保
険
料
額
の
通
知

平成26・27年度 平成24・25年度
（かっこ内は兵庫県）

均等割額 47,603円 44,320円（46,003円）

所得割率 　 9.70％ 　　8.81％（9.14％）

《保険料率》

保険料額

＝
均等割額

＋
所得割額

上限57万円
被保険者一人当たり

47,603円
（総所得金額等〔注１〕－
330,000円）×9.70%

《保険料額の計算方法》

《均等割の軽減》

〔注１〕総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。所得控除
（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。
※日高町羽尻、出石町奥小野および但東町天谷の方は、特例で保険料率が異
なります。

※65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大15万円を
控除し、軽減判定されます。

軽減
割合 総所得金額等（被保険者＋世帯主）が次の基準以下の世帯 軽減後

均等割額

９割 基礎控除額
（33万円）

被保険者全員の各所得
（年金所得は控除額を80万円として計算）が０円 4,760円

8.5割 上記以外 7,140円
５割 基礎控除額（33万円）＋24.5万円×被保険者の数 23,801円
２割 基礎控除額（33万円）＋45万円×被保険者の数 38,082円
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保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
対
象

と
な
る
年
金
額
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

は
、
原
則
、
年
金
天
引
き
と
な
り

ま
す
【
特
別
徴
収
】。

　

そ
れ
以
外
の
方
は
、
納
付
書
や

口
座
振
替
と
な
り
ま
す
【
普
通
徴

収
】。

　

年
度
の
途
中
で
新
た
に
被
保
険

者
に
な
っ
た
方（
75
歳
に
な
っ
た

方
、
障
害
認
定
で
加
入
し
た
方
、

転
入
し
た
方
な
ど
）や
保
険
料
額

が
変
更
と
な
っ
た
方
は
、
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

▼
特
別
徴
収

　

年
6
回
の
年
金
の
定
期
支
払
の

際
に
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
料
が
年

金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

▼
普
通
徴
収

　

7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
、
年

9
回
に
分
け
て
支
払
い
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す
！

　

保
険
料
の
支
払
い
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で

す
。
指
定
の

金
融
機
関
で

手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

保
険
料
の
納
付
方
法

被
保
険
者
証

《特別徴収の納付月》

※特別徴収の方は、本人の申し出で口座振替による納付方
法に変更できます。希望の方は、市の窓口に相談してく
ださい。

（注１）　［　］内は過去12カ月以内に世帯で既に３回以上高額療養費が支給されている場合、４回目からの額
（注２）　［　］内は過去12カ月の入院日数が90日を超える場合、91日目からの額（申請が必要）
（注３）　・被保険者が１人の場合…被保険者の収入が383万円未満 

・被保険者が１人で70歳以上75歳未満の方がいる場合…被保険者と70歳以上75歳未満の方の収入合
計が520万円未満

・被保険者が２人以上いる場合…被保険者の合計収入が520万円未満

　

被
保
険
者
証
の
更
新
は
、
毎
年

8
月
1
日
で
す
。

　

8
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
被
保

険
者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提

示
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
有
効
期
間
が
短
い
被
保
険
者

証（
短
期
被
保
険
者
証
）を
送
付
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
未
納
が
あ

る
場
合
は
早
め
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
特
別
な
事
情
で

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

（
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
）の
方
は
、「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」（
減
額
認
定
証
）を
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に
1
カ

月
に
支
払
う
自
己
負
担
額
が
外

来
・
入
院
と
も
区
分
に
応
じ
た
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食

事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
診
療
分
が
対
象

で
す（
柔
道
整
復
、
鍼し

ん

灸き
ゅ
う

、
あ
ん

ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
は
除

く
）。

　

現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
、
8
月
以
降
も
引
き
続
き
対
象

と
な
る
方
に
は
、
新
し
い
減
額
認

定
証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送

付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
で
、
新
た
に
減

額
認
定
証
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合

は
、
市
の
担
当
窓

口
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

仮徴収 本徴収
４月

（１期）
６月

（２期）
８月
（３期）

10月
（４期）

12月
（５期）

２月
（６期）

前年度の２月（６期）に支払って
いただいた額

７月に確定する保険料年額から
仮徴収額を差し引き、３回に分
けた額

新
し
い

　
被
保
険
者
証
を

送
り
ま
す

区分 一部負担
金の割合

自己負担限度額（月額） 入院時の食事
代の標準負担
額（1食当たり）

該当条件個人単位
（外来）

世帯単位
（入院含む）

現役並み
所得者 ３割 44,400円

80,100円＋
（医療費－
267,000円）
×1％　

［44,400円］
（注１）

260円

　同一世帯に住民税課税所得145万円以上の被
保険者がいる世帯の方。ただし、住民税課税所
得145万円以上でも収入が一定の金額に満たな
い方（注３）は、市の担当窓口に申請することで
｢一般｣の区分となります。

一般

１割

12,000円 44,400円 現役並み所得者、低所得Ⅱ、低所得Ⅰ以外の方

低所得
Ⅱ

8,000円
24,600円 210円

［160円］（注２） 世帯全員が市
県民税非課税

低所得Ⅰ以外の方

Ⅰ 15,000円 100円 各所得（年金所得は控除額を80
万円として計算）が０円の方

■一部負担金の割合と自己負担限度額等
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但
東
地
域
は
、
伝
統
の
「
但
馬
ち

り
め
ん
」
産
地
と
し
て
発
展
を
遂

げ
た
地
域
で
す
。
ま
た
、
そ
ば
粉

1
0
0
％
の
「
赤
花
そ
ば
」
や
、
温

泉
施
設
「
シ
ル
ク
温
泉
」、「
た
ん

た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
」、
70
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
誇
る
「
た
ん

と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」
な
ど

多
彩
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
分
譲
宅
地
で
、
の
ど
か
に

暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
問
合
せ
》
建
設
課
建
設
管
理
係

　

☎
23

－

1
1
1
5

■概要
●所在地／豊岡市但東町相田●分譲区画数／
第１分譲地10区画（うち９区画分譲済）、第２
分譲地10区画（うち８区画分譲済）●用途地域
／都市計画区域内無指定地域●上水道／豊岡
市上水道●下水道／公共下水道（公共ます敷
設済）●電気／関西電力（株）●ガス／ＬＰガ
ス（個別）●テレビ／ｅ

イ オ
ｏ光に加入

■教育施設等
●幼稚園・保育園／市立合橋認定こども園
（約4.1km）●小学校／市立合橋小学校（約
4.1km）●中学校／市立但東中学校（約3.7km）
■医療施設等
●公立豊岡病院出石医療センター（約14.5km）
●公立豊岡病院（約22km）●市立合橋診療所
（約３km）
■その他
●役所／豊岡市役所但東支所（約2.8km）●温
泉施設／シルク温泉（約2.6km）

相田土生ケ丘分譲地

区画
番号 面積 菜園面積 合計面積 譲渡価格

７ 361.50㎡ 30.84㎡ 392.34㎡ 3,456,873円

区画
番号 面積 単価 譲渡価格

３ 300.01㎡ 10,579円／㎡ 3,174,101円

10 523.31㎡ 9,195円／㎡ 4,811,925円

■分譲面積･価格
【第１分譲地】

【第２分譲地】

　その他注釈については、４月
25日号の市広報11ページをご覧
ください。ただし、細かな部分
で豊岡市の公売と条件が違う場
合があります。
　詳しくは、大阪府財務部税務
局徴税対策課　☎06－6210－
9931（大阪府公売専用電話）に確
認してください。

土
　
地

所在
地番

出石町福住字上清水115番1､ 115番4､ 115
番5､ 115番6､ 116番､ 198番5､ 198番6

地目 宅地・雑種地 地積 3135.59㎡
（合計）

建
　
物

家屋
番号 ３番 種類 居宅・物置・倉庫

延床
面積

居宅231.40㎡／物置117.32㎡
倉庫59.49㎡

構造 居宅：木造瓦葺２階建／物置：木造瓦
葺平家建／倉庫：土蔵造瓦葺２階建

備
　
考

面積は登記簿の表示による。
内部の確認はしていない。
外観から登記内容に差異が
確認できる。

見積価格 30,522,000円

公売保証金 3,100,000円

但東｢相
あい

田
だ

土
は

生
ぶ

ケ
が

丘
おか

｣｢小
お

谷
だに

松
まつ

ケ
が

坪
つぼ

｣　分譲中!!
好評

※第１・第２の譲渡価格は、上水道加入金と下水道負担金を含む。

残り
1区画

残り
3区画
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小谷松ケ坪分譲地

区画
番号 面積 単価 譲渡価格

7 357.89㎡ 11,547円／㎡ 4,132,579円

■分譲面積･価格

※上記の譲渡価格は、上水道加入金と下水道負担金を含む。

注）分譲面積･価格表中の単価は参考数値のため、面積を乗じても譲渡価格になりません。

■概要
●所在地／豊岡市但東町小谷●分譲区画数／10
区画（うち９区画分譲済）●用途地域／都市計画区
域内無指定地域●上水道／豊岡市上水道●下水道
／公共下水道（公共ます敷設済）●電気／関西電力
（株）●ガス／ＬＰガス（個別）●テレビ／ｅｏ光に
加入
■教育施設等
●幼稚園・保育園／市立合橋認定こども園（約
2.5km）●小学校／市立合橋小学校（約2.5km）●中
学校／市立但東中学校（約２km）
■医療施設等
●公立豊岡病院出石医療センター（約12.5km）●公
立豊岡病院（約21km）●市立合橋診療所（約1.5km）
■その他
●役所／豊岡市役所但東支所（約1.4km）●温泉施
設／シルク温泉（約1.5km）

●対象者／自己の居住する専用住宅または併用住
宅（居住部分の面積が延べ床面積の２分の1以上で
あること）を建築する方に限ります。●譲渡物件
／現状のまま引き渡します。●分譲地の共有可能
範囲／申込者の父母、子、配偶者、配偶者の父母、
子の配偶者●転売の制限／譲渡契約の締結日から
５年間は、分譲地の所有権を他人に譲渡または貸
与することはできません。●買戻特約／（譲渡契
約の締結日から５年間に契約に違反したとき）｢譲
渡代金をもって買戻す｣旨の特約登記を、市から
譲受人への所有権移転登記と同時に行います。●
公租公課／分譲地に係る公租公課（不動産取得税･
固定資産税など）は、所有権移転の日以降、譲受
人が負担します。●契約の解除等／譲渡契約の締
結日から５年間に契約条項に違反したときは、契
約の解除、土地の買戻し（譲渡価格による）を行い
ます。この場合、違約金（譲渡価格の10％）を納入
していただきます。

公売期日
　　平成26年８月６日(水)
　受付時間
　　午後１時～２時
　公売会場
　　豊岡市役所３階 3-1会議室

合同公売
豊岡市･大阪府 不動産を公

売
し
ま
す
!!

売却区分番号 大阪府－１
物件の種類 土地・建物

分譲条件（抜粋）
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平
成
26
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
･
猶
予
申
請
受
付
開
始

７月から

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
7
月
12
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
7
月
7
日（
月
）、
14
日（
月
）、

22
日（
火
）、
28
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

－

05

－

1
1
6
5

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

－

6
7
0
0

－

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

－

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

－

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

失
業
や
前
年
所
得
が
少
な
い
な
ど

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
に
は
、納
付
が
免
除
さ
れ
る「
申

請
免
除
」や
納
付

が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶

予
」の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
で
は
、
不

慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た

と
き
や
死
亡
し
た
と
き
に
、
受
給

で
き
る
は
ず
の
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難

な
と
き
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

（
注
）

※
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
付（
追
納
）が
で
き
、
減

額
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
全
額
･
一
部
免

除
を
受
け
た
期

間
は
定
額
納
付

と
比
べ
て
老
齢

基
礎
年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
免
除
は
、
一
部
納
付
保
険

料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

▽
免
除
対
象
者

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
全

員（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
場

合
は
、
30
歳
未
満
の
本
人
と
配
偶

者
）が
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

②
災
害
ま
た
は
失
業
･
倒
産
･
事

業
の
廃
止
が
あ
っ
た
場
合

　

そ
の
事
由
が
発
生
し
た
前
月
か

ら
、
事
由
が
発
生
し
た
年
の
翌
々

年
の
6
月
ま
で
の
期
間（
申
請
月

か
ら
2
年
1
カ
月
前
ま
で
の
期
間

に
限
り
ま
す
）

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る

⑤
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い
る

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
な
ど（
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
）

・
印
鑑

・
失
業
の
方
…「
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
」や「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」の
写
し
な
ど

・
廃
業
の
方
…「
廃
業
証
明
書
」の

写
し
な
ど

・
平
成
26
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
し
た
方
…
前
住
所
地
の「
平

成
26
年
度
所
得
証
明
書
」（
要
件

②
④
⑤
に
該
当
す
る
方
は
省
略

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
窓
口　

市
民
課
市
民
係
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
係

▽
所
得
申
告　

免
除
の
判
定
は
所

得
で
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
所
得
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
免
除
承
認
期
間　

7
月
1
日
〜

平
成
27
年
6
月
30
日（
1
年
間
）

▽
そ
の
他

　

4
月
か
ら
法

律
が
改
正
さ
れ

て
、
2
年
1
カ

月
前
の
月
分
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
で
き
ま

す
。
失
業
等
で
保
険
料
未
納
期
間

の
あ
る
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

納付状況
年金の種類 納付 申請免除

（全額･一部）
若年者
納付猶予 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間に算入されるか？）
○ ○ ○ ×

老
齢
基
礎
年
金

（受給資格期間に算入される
か？） ○ ○（※） ○ ×

（年金額に反映されるか？） ○ ○（※） × ×

扶養人数
区分 単身世帯 １人扶養 ３人扶養

全額免除
若年者納付猶予 　57万円 　92万円 162万円

４分の３免除 　93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

４分の１免除 189万円 247万円 335万円

《納付・免除・納付猶予と未納の算入の違い》

《対象となる所得の目安表》



《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1
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平
成
25
年
度
に
豊
岡
市
く
ら
し

の
相
談
室
で
受
け
付
け
た
消
費
生

活
相
談
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

相
談
件
数
は
、
5
6
3
件
で
、

平
成
24
年
度（
4
7
0
件
）と
比
べ

る
と
93
件
増
加
し
、
過
去
最
高
の

相
談
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
っ
せ
ん（
注
1
）や
助

言
に
よ
る
被
害
救
済
額
も
平
成
24

年
度
か
ら
約
9
1
9
万
円
増
え
、

約
4
4
7
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
1
）…
訪
問
販
売
業
者
等
と
返

金
交
渉
な
ど
を
行
う
こ
と

平
成
25
年
度
相
談
の
傾
向
・
特
徴

○
70
歳
以
上
の
方
か
ら
の

相
談
件
数
前
年
対
比

72
件
増
加（
2
2
8
件
）

　

お
金
や
健
康
な
ど
、
高
齢
者
の

不
安
に
付
け
込
む
悪
質
な
手
口
が

増
え
、
相
談
者
の
4
割
を
70
歳
以

上
の
方
が
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
60
歳
以
上
の
方
を
含
め

る
と
、
全
体
の
半
数
以
上
に
上
り
、

相
談
者
の
高
年
齢
化
が
ま
す
ま
す

進
ん
だ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○
買
え
買
え
詐
欺
の
急
増

　

未
公
開
株
や
社
債
、
話
題
に
な

っ
た
事
業
へ
の
投
資
の
誘
い
を
、

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
63

〜
平
成
25
年
度
消
費
生
活
相
談
状
況
〜

複
数
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担

し
、
電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

な
ど
で「
必
ず
も
う
か
る
」な
ど
と

甘
い
言
葉
ば
か
り
並
べ
て
購
入
を

勧
め
る
、
劇
場
型
の
勧
誘
手
口
の

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
実
際
に
お
金
を
振
り

込
み
、
被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
相

談
も
あ
り
ま
し
た
。

○
健
康
食
品
の

送
り
つ
け
ト
ラ
ブ
ル
増
加

　
「
以
前
申
込
み
を
い
た
だ
い
た

健
康
食
品
を
今
か
ら
送
り
ま
す
」

な
ど
と
突
然
電
話
が
あ
り「
申
し

込
ん
だ
覚
え
が
な
い
」と
断
っ
た

の
に
、
強
引
に
健
康
食
品
を
送
り

つ
け
ら
れ
る
と
い
う
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
増
加

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用

し
た
と
こ
ろ「
代
金
を
払
っ
た
の

に
商
品
が
届
か
な
い
」「
模
倣
品

（
偽
物
）が
送
ら
れ
て
き
た
」と
い

っ
た
相
談
が
増
加
し
ま
し
た
。

○
還
付
金
詐
欺
未
遂
事
件
発
生

　

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
の
職

員
を
名
乗
り
、
医
療
費
や
社
会
保

険
料
な
ど
の
還
付
金
手
続
き
の
た

め
に
と
、
携
帯
電
話
を
持
た
せ
て

無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、
送
金

さ
せ
る
詐
欺
未
遂
事
件
が
多
数
発

生
し
ま
し
た
。

　

左
表
以
外
に
も
普
段
の
生
活
や

仕
事
の
中
で
、
高
齢
者
の「
ち
ょ

っ
と
気
掛
か
り
な
こ
と
」に
気
付

い
た
と
き
に
は
、
日
頃
か
ら
付
き

合
い
の
あ
る
区
の
役
員
、
民
生
委

員
児
童
委
員
な
ど
か
、
最
寄
り
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

2
4
0
9

　

高
齢
者
が
抱
え
る
問
題
な
ど
の

早
期
発
見
・
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

市
内
全
域
で
展
開
し
て
い
る
こ
の

事
業
で
は
、
今
ま
で
近
隣
住
民
や

関
係
協
力
事
業
所
の

方
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
や
連
絡
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
実
際
に
あ
っ
た

相
談
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊　

3

実
際
に
あ
っ
た
事
例（
そ
の
１
）

相談者 相談内容 対応状況

知人

　近所の一人暮らしの方が、
物忘れが目立ってきた。その
ため、ごみ出しができなくな
っている。どう対応したらよ
いか。

　民生委員と協議し、遠方に
住む親族にも協力を依頼する。
認知症専門医の受診や、ごみ
出しを行うための支援をする
（豊岡）。

金融機関
窓口職員

　たびたび通帳の紛失があり、
窓口として困っている。認知
症の可能性もあるため、支援
してほしい（本人同意あり）。

　訪問し、家族から聞き取り
を行う。今のところ大きな支
障はないとのこと。しかし、
定期的な関わりを持つことの
了解を得たので、定期的な訪
問を行っている（城崎）。

警察

　高齢者夫婦世帯で、夫に認
知症があり、ほぼ毎日徘徊し
ている。警察だけでは対応し
きれず、福祉として支援の方
法はないか。

　情報収集すると、介護認定
を受けていて、すでにケアマ
ネジャーが担当しているケー
スであった。ケアマネージャ
ーと共にサービス内容を見直
し、妻の介護負担軽減を図る
（日高）。

民生委員

　独居の方が脳梗塞で病院に
入院していたが、退院された。
足が弱っていて、転倒の恐れ
がある。杖や手すりなどの支
援ができないか。

　民生委員と一緒に訪問する。
一人では外出できず、介護保
険認定申請の代行を行い、住
宅改造や外出支援サービスの
利用につなげる（但東）。

相談件数
苦　　　情 450
問　合　せ 113
合　　　計 563

あっせん件数
苦　　　情 110
問　合　せ 2
合　　　計 112

被害救済状況
区　　　分 救済件数 救済額（円）
交渉（あっせん） 60 18,448,884
未然防止（助言） 54 26,293,802
合　　　計 114 44,742,686

主な相談内容と件数
①金融・保険サービス（利殖・借金等） 83

②食料品（健康食品等） 75

③運輸・通信サービス（電話・インターネット等） 72

④商品一般（架空請求等） 54

⑤健康・福祉サービス（還付金詐欺等） 39

⑥教養・娯楽品（新聞・雑誌・パソコン等） 32

⑦土地・建物・設備（太陽光システム等） 25

平成25年度「豊岡市くらしの相談室」の相談状況



　

5
月
31
日
か
ら
6
月
1
日
ま
で
、

全
国
の
舞
台
制
作
者
が
集
ま
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム「
海
を
越
え
て
地
域

と
つ
な
が
る
」を
城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
内
覧
会
が
行
わ
れ
た

後
、
中
貝
市
長
が「
コ
ウ
ノ
ト
リ

共
生
と
い
う
文
化
の
世
界
進
出
」

　

5
月
29
日
、み
の
る
産
業
㈱（
本

社
・
岡
山
県
赤あ

か

磐い
わ

市
）と
の
協
定

に
基
づ
き
、
祥
雲
寺
の
試
験
ほ
場

で
田
植
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部
会
の

研
修
を
兼
ね
、
関
係
者
は
、
ポ
ッ

ト
成
苗
を
使
っ
た
雑
草
対
策
の
手

法
や
田
植
機
の
操
作
な
ど
の
説
明

を
同
社
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
3
年
間
、
ポ
ッ
ト
成
苗
で

と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
、
豊

岡
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
る
と
、
参
加

者
は
城
崎
を
散
策
し
、
ま
ち
の
魅

力
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
三
つ
の
講
義
が
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
芸
術
部
門
主
任

の
デ
ィ
ア
ー
ヌ
・
ジ
ョ
ス
さ
ん
に

よ
る「
フ
ラ
ン
ス
と
日
本　

新
た
な

芸
術
的
協
同
に
向
け
て
」と
題
し
た

講
話
の
ほ
か
、山
口
情
報
芸
術
セ
ン

タ
ー「
Y
C
A
M
」プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
竹
下
暁あ

き

子こ

さ
ん
、
静
岡
県
舞
台

芸
術
セ
ン
タ
ー
学
芸
部
の
横
山
義よ

し

志じ

さ
ん
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
無
農
薬
栽

培
の
実
証
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

6
月
8
日
、
台
風
23
号
10
周
年

メ
モ
リ
ア
ル
水
防
訓
練
を
、
六
方

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
台
風

23
号
立
野
大
橋
東
側
堤
防
決
壊
場

所
）で
開
催
し
、
約
2
6
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

積
み
土
の
う
工
演
習
で
は
、
豊

岡
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
の
ほ

か
、
豊
岡
総
合
高
校
生
も
参
加
し
、

実
際
に
土
の
う
を
作
製
し
て
、
積

み
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
豊
岡
消
防
団
が
月
の

輪
工（
堤
防
斜
面
す
そ
か
ら
の
漏

水
箇
所
を
土
の
う
で
半
円
形
に
包

み
囲
ん
で
拡
大
を
防
ぐ
）、
兵
庫

県
建
設
業
協
会
豊
岡
支
部
が
重
機

を
使
用
し
た
大
型
土
の
う
工
・
根

固
め
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
演
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
体
験
・
見
学

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
市
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の「
水
害
体
験
コ

ー
ナ
ー
」で
は
、
実
際
に
水
が
流

れ
る
中
を
歩
い
た
り
、
浸
水
状
態

で
の
ド
ア
の
開
閉
を
体
験
で
き
、

参
加
者
は
改
め
て
水
の
脅
威
を
痛

感
し
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
体
験
で
き
な
い「
消
防
は

し
ご
車
」や
建
設
業
協
会
の「
バ
ッ

ク
ホ
ウ
」の
体
験
試
乗
も
と
て
も

好
評
で
し
た
。

　

恒
例
の
自
衛
隊
員
に
よ
る「
炊

き
出
し
試
食
」（
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
）

も
行
わ
れ
、
約
3
0
0
食
が
ふ
る

ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
害
体
験
・
記
憶
を
決

し
て
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に「
被

災
写
真
パ
ネ
ル
展
示
」も
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
今
後
も
継

続
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
5
月
】

14
日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
合
橋
、
19
日
・
福
住
、

26
日
・
竹
野
、6
月
1
日
・

小
坂
、
2
日
・
竹
野
南
）

15
日
・
豊
岡
市
新
し
い
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
研
修
会

19
日
・
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

　
　
　
（
〜
20
日
）

20
日
・「
豊
岡
市
生
き
も
の
共
生

の
日
」「
国
際
生
物
多
様
性

の
日
」啓
発

26
日
・
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　
（
〜
31
日
）

28
日
・「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
4
」

参
加

29
日
・
豊
岡
市
が
国
の
地
域
活
性

化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
決
定

30
日
・
議
会
開
会（
〜
6
月
25
日
）

31
日
・
野
外
で
の
今
年
初
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
巣
立
ち

　
　

・
舞
台
制
作
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
6
月
】

3
日
・
第
10
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト

（
東
京
都
）

7
日
・
2
0
1
3「
植
村
直
己
冒

険
賞
」授
賞
式
・
記
念
講

演
会

　
　

・
大
雨
・
洪
水
防
災
訓
練

8
日
・
台
風
23
号
10
周
年
メ
モ
リ

ア
ル
水
防
訓
練

▲積み土のう工訓練の様子

▲田植えと同時に米ヌカを散布

▲ディアーヌ・ジョスさ
んの講義

〜
芸
術
文
化
に
よ
る
豊
岡
発
信
〜

舞
台
制
作
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

〜
無
農
薬
栽
培
の
技
術
向
上
を
目
指
す
〜

無
農
薬
試
験
田
で「
ポ
ッ
ト
成
苗 

田
植
式
」開
催

〜
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
た
め
に
〜

台
風
23
号
10
周
年
メ
モ
リ
ア
ル
水
防
訓
練
実
施

広報とよおか　2014.6.25 20



　

平
成
16
年
台
風
23
号
に
よ
る
円

山
川
の
堤
防
決
壊
現
場
で
、
6
月

8
日
、
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
が
土
の
う
づ
く
り
に

励
む
姿
を
見
な
が
ら
、
当
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

真
夜
中
。
堤
防
決
壊
!
と
の
報

告
が
入
り
ま
し
た
。
騒
然
と
な
り

ま
し
た
。
暗
闇
の
中
を
濁
流
が
ご

う
ご
う
と
音
を
立
て
て
市
民
を
襲

う
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
、
10
年
。

　

先
日
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
舞
台
制
作
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
来
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
芸

術
部
門
主
任
の
デ
ィ
ア
ー
ヌ
・
ジ

ョ
ス
さ
ん
に「
今
日
は
舞
台
衣
装

の
よ
う
な（
派
手
な
）服
で
来
ま
し

た
」と
言
う
と
、「
政
治
家
と
い
う

の
は
舞
台
の
役
者
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
ら
」と
返
さ
れ
ま
し
た
。

確
か
に
そ
う
で
す
。

　

あ
の
年
の
11
月
、
参
議
院
災
害

対
策
特
別
委
員
会
に
呼
ば
れ
ま
し

た
。
発
言
の
冒
頭
に
言
う
言
葉
を

決
め
て
い
ま
し
た
。「
心
は
被
災
地

と
共
に
あ
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

防
災
服
で
出
席
し
ま
し
た
」

翌
朝
の
あ
る
新
聞
の
但
馬
版
に
は

　
「
心
は
被
災
地
と
共
に
」と
い
う

見
出
し
が
躍
り
ま
し
た
。
別
の
新

聞
に
は「
市
民
一
丸
!
」と
い
う
発

言
が
大
き
な
見
出
し
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

当
時
、
み
ん
な
が
市
長
を
見
て

い
ま
し
た
。
私
は
舞
台
の
役
者
で

し
た
。
一
挙
手
一
頭
足
、
励
ま
す

の
だ
、
そ
う
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

取
材
は
全
て
受
け
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
の
向
こ
う
に
被
災
し
た
市

民
が
い
た
か
ら
で
す
。N
H
K
の

番
組
で
、
司
会
者
か
ら
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。「
中
貝
さ
ん
、
国
や

県
に
対
し
何
か
要
望
が
あ
り
ま

す
か
?
」「
私
た
ち
は
立
派
な
ホ
ー

ル
が
欲
し
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
普
通
の
暮
ら
し
を
取
り
戻

し
た
い
だ
け
で
す
。
そ
れ
は
私
た

ち
自
身
で
や
り
ま
す
。
国
や
県
は

そ
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

し
ば
ら
く
し
て
市
役
所
に
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。「
水
害
の
こ

ん
な
町
を
出
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
テ
レ
ビ
で
市
長
の

言
葉
を
聞
い
て
、
残
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
」

　

私
は
、
舞
台
の
上
の
役
者
な
の

だ
、
今
も
そ
う
思
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
の
言
葉

80

　

5
月
31
日
、
桜
尾
窯
跡
発
掘
調

査
現
地（
出
石
町
細
見
）で
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
桜
尾
窯
」は
、
出
石
焼
発
祥
の

窯
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
石
焼
は

白
い
磁
器
製
品
と
し
て
有
名
で
す

が
、
江
戸
時
代
に
は
九
州
の
伊
万

里
製
品
と
類
似
し
た
染
付
磁
器
で

し
た
。

　

こ
の
染
付
磁
器
の
焼
成
が
始
ま

る
ま
で
、
試
行
錯
誤
の
生
産
段
階

が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
に
窯
を
築

い
た
の
が
伊
豆
屋
と
い
う
屋
号
の

有
力
者
で
、天
明
4
年（
1
7
8
4

年
）か
ら
陶
器
製
品
の
焼
成
を
始

め
、そ
の
後
寛
政
5
年（
1
7
9
3

年
）に
は
磁
器
の
試
験
焼
成
に
成

功
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
窯
の
存
在
や
生
産
品

の
内
容
、
そ
の
技
術
的
な
ル
ー
ツ

は
未
確
認
の
ま
ま
で
し
た
が
、
平

成
23
年
5
月
か
ら
の
桜
尾
窯
の
発

掘
調
査
に

よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が

分
か
り
ま

し
た
。

　

判
明
し

た
の
は
、
①
伝
承
の
窯
が
実
在
②

連
房
の「
登
り
窯
」構
造
を
但
馬
で

初
め
て
採
用
③「
京
焼
・
信
楽
焼
」

の
18
世
紀
後
半
頃
の
様
相
が
強
く

う
か
が
え
る
④
上
品
な
丸
椀
・
筒

椀
・
香
炉
・
燈
明
皿
・
土
瓶
な
ど

の
施せ

釉ゆ
う

陶
器
が
主
体
だ
っ
た
こ
と

な
ど
で
す
。

　

5
月
29
日
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル（
名
古
屋
校
・
同

志
社
校
）が
、
祥
雲
寺
で
コ
ウ
ノ

ト
リ
育
む
農
法
の
田
植
え
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
環
境
経
済
先

進
地
の
取
組
み
を
学
ぶ
こ
と
で
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、

平
成
25
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
が「
小
さ
な
世
界
都
市
　
豊
岡
」に
つ
な
が
る
〜

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
が
田
植
え
体
験

〜
小
規
模
の
発
掘
調
査
か
ら
大
き
な
成
果
〜

出
石
焼
発
祥
の
陶
器
窯
　「
桜さ

く
ら

尾お

窯か
ま

」発
掘
調
査
現
地
説
明
会
を
開
催

▲出土した陶器

▲桜尾窯跡

▲初めての田植えにチャレンジ

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
生
産

者
か
ら
田
植
え
の
コ
ツ
を
教
わ
っ

た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
裸
足
に
な

っ
て
田
ん
ぼ
に
入
り
、
手
植
え
を

し
ま
し
た
。

　

笑
顔
あ
ふ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
た
ち
。「
生
き
も
の
が

た
く
さ
ん
い
る
」「
土
が
ヌ
ル
ヌ
ル

し
て
い
る
」な
ど
の
会
話
が
飛
び

交
い
、
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。
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地
域
の
防
災
・
減
災
の
た
め
に
、
消
防
団
で
活
躍
す
る

元
気
な
３
兄
弟
を
紹
介
し
ま
す
。

太お
お

田た　

武た
け

志し

さ
ん（
34
歳
）・
成し
げ

紀き

さ
ん（
32
歳
）・

圭け
い

亮す
け

さ
ん（
28
歳
）江
原
区（
日
高
地
域
）
　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
！（左から）圭亮さん、成紀さん、武志さん表彰状と記念品、表彰名簿

ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
す
。
武
士
さ

ん
は
入
団
4
年
目
に
選
手
に
な
っ

た
こ
と
で
、
消
防
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
訓
練
の
大
切
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。「
優
勝
を
目
指
し
て
、チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
。
選

手
以
外
の
団
員
は
、
選
手
を
支
え
、

次
の
大
会
に
向
け
、
技
術
を
盗
ん

で
ほ
し
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

家
族
・
地
域
に
支
え
ら
れ
て

　
「
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
消
防

服
の
準
備
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
。
消
火
活
動
中
は
家
を
守
っ
て

も
ら
い
、安
心
し
て
出
動
で
き
る
」

と
妻
に
感
謝
す
る
武
志
さ
ん
。
消

防
の
魅
力
を「
近
所
の
方
と
一
緒

に
行
動
す
る
い
い
機
会
。
知
り
合

い
も
増
え
て
、
み
ん
な
で
地
域
に

貢
献
で
き
る
」と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

太
田
3
兄
弟
は「
生
ま
れ
育
っ

た
江
原
が
好
き
。
子
ど
も
の
こ
ろ

に
お
世
話
に
な
っ
た
方
も
多
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
が
地
域
を

支
え
て
、
守
っ
て
い
き
た
い
。
消

防
団
を
頼
り
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
で
利
用
し
て
ほ
し
い
」と

地
域
へ
の
愛
着
を
語
り
ま
す
。

（
注
1
）対
象
：
2
親
等
以
内（
子
・

兄
弟
）の
現
職
消
防
団
員
3
人

以
上
を
有
す
る
家
族
。
消
防
団

勤
続
年
数
が
最
も
長
い
者
が
5

年
に
満
た
な
い
場
合
は
除
く

い
。
し
か
し
、
意
識
の
変
化
や
人

員
不
足
で
、
私
た
ち
の
団
に
は
欠

員
が
出
て
い
る
。
家
か
ら
1
人
と

は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
団
員
に

は
勤
め
人
が
多
く
、
平
日
の
日
中

の
火
災
に
出
動
で
き
る
団
員
が
少

な
い
」と
後
継
者
の
減
少
に
危
機

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

入
団
し
て
間
も
な
い
成
紀
さ
ん

と
圭
亮
さ
ん
。「
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る

と
緊
張
感
が
走
る
。
火
災
の
出
動

実
績
は
少
な
い
が
、
訓
練
を
し
っ

か
り
積
ん
で
、
後
輩
を
指
導
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
」と
身
を
引

き
締
め
ま
す
。

有
事
に
備
え
る
訓
練

　

武
志
さ
ん
は
、
自
身
の
経
験
か

ら「
け
が
を
し
な
い
た
め
に
も
訓

練
が
必
要
。
入
団
当
初
、
夜
間
の

消
火
活
動
で
、
石
垣
か
ら
落
ち
て

け
が
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
団

長
を
は
じ
め
、
周
り
の
方
に
迷
惑

を
掛
け
た
。
ま
た
、
火
元
を
前
に

す
る
と
、
ど
う
し
て
も
火
元
に
近

づ
い
て
し
ま
う
。
煙
で
息
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
引
く
勇

気
も
必
要
」と
、
後
輩
を
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
日
高
消
防
団
で
、

2
年
に
1
回
の
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
各
分
団
が
、
ポ
ン
プ

の
機
関
操
作
や
動
作
の
正
確
さ
・

　

消
防
団
1
2
0
年
・
自
治
体
消

防
65
周
年
記
念
大
会
で
日
本
消
防

協
会
会
長
表
彰「
消
防
団
員
家
族

表
彰（
注
1
）」を
受
賞
し
た
の
が
、

太
田
武
志
さ
ん
・
成
紀
さ
ん
・
圭

亮
さ
ん
の〝
太
田
3
兄
弟
〞で
す
。

地
域
貢
献

　

火
災
や
事
故
、
災
害
な
ど
が
発

生
し
た
際
に
、
消
火
活
動
な
ど
を

実
施
す
る
消
防
団
。
団
員
の
ほ
と

ん
ど
は
、
他
の
職
業
な
ど
に
就
い

て
い
る
市
民
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
豊
岡
市
に
は
、

地
域
ご
と
に
六
つ
の
消
防
団
が
あ

り
ま
す
。
全
体
で
、
約
2
1
0
0

人
の
団
員
が
、
消
火
活
動
や
消
防

訓
練
、
水
防
訓
練
、
啓
発
活
動
な

ど
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

太
田
3
兄
弟
は
、
豊
岡
市
日
高

消
防
団
第
6
分
団
第
1
部
に
所
属
。

部
長
を
務
め
る
武
志
さ
ん
は
、
入

団
11
年
目
。
部
で
は
指
導
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受

章
を「
父
と
母
が
私
た
ち
を
元
気

に
産
ん
で
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
。
地
域
に
貢
献
し
た
い
」と

振
り
返
り
ま
す
。

担
い
手
に
危
機
感

　

家
か
ら
代
表
を
出
す
と
い
う
考

え
も
あ
る
消
防
団
。
武
志
さ
ん
は

「
兄
弟
で
入
団
す
る
こ
と
は
珍
し

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

日高消防団初出式（４月６日）で表彰
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初
夏
の
風
物
詩
・
ホ
タ
ル
。
心
が
癒
さ
れ
る

た
ん
と
う
夢
ホ
タ
ル
の
会（
但
東
）

　
「
た
ん
と
う
夢
ホ
タ
ル
の
会
」は
、

平
成
10
年
に
設
立
さ
れ
、
ホ
タ
ル

の
生
息
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

会
員
は
約
25
人
で
、
但
東
地
域
の

相
田
区
、
小
谷
区
、
正
法
寺
区
の

方
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
4
月
に
側
溝
の

ふ
た
の
設
置

（
ホ
タ
ル
の

幼
虫
が
川
か

ら
山
に
ス
ム

ー
ズ
に
移
動

す
る
た
め
）、

5
月
に
観
賞

場
所
の
草
刈
り
、
6
月
に

ホ
タ
ル
の
観
賞
会
、
9
〜

10
月
に
養
殖
し
た
幼
虫
の

放
流
を
行
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
の
見
頃
は
、
6

月
。
特
に
気
温
が
13
度
以
上
あ
る

晴
れ
た
日
で
、
湿
度
も
高
い
日
は

よ
く
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

　

会
長
の
福
田　

茂
さ
ん
は
、
川

沿
い
に
ホ
タ
ル
が
光
っ
て
い
る
さ
ま

を「
ラ
ン
プ
が
連
な
っ
て
と
も
っ

て
い
る
よ
う
」と
例
え
ま
す
。一
時

は
、夜
で
も
観
賞
場
所
近
く
の
道
路

に
車
の
渋
滞
が
で
き
て
い
ま
し
た
。 　

福
田
さ
ん
は「
ホ
タ
ル
の
こ
と

が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
遠
方
か
ら

見
に
来
ら
れ
た
り
す
る
と
、
う
れ

し
い
し
、
活
動
し
て
い
て
や
り
が

い
を
感
じ
る
」と
話
し
ま
す
。

　

活
動
す
る
上
で
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
生
息
環
境
を
維
持
す
る
こ

と
で
す
。
過
去
、
一
番
の
ピ
ン
チ

は
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
と
き

で
し
た
。
ホ
タ
ル
の
幼
虫
は
、
川

の
中
流
域
に
住
み
、
カ
ワ
ニ
ナ
を

捕
食
し
ま
す
。
台
風
で
、
こ
の
カ

ワ
ニ
ナ
を
含
め
て
、
幼

虫
の
生
息
環
境
が
ほ
と

ん
ど
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
福
田
さ
ん
は

「
天
災
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
」と
話
し
ま
す
。

し
か
し
、
会
員
の
中
に

は
、
ホ
タ
ル
を
養
殖
し
、
毎
年
放

流
す
る
方
も
い
た
り
、
そ
の
後
の

会
員
の
地
道
な
努
力
が
実
を
結
び
、

近
年
よ
う
や
く
ホ
タ
ル
の
数
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は「
長
く
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
活

性
化
の
役
に
も
立
て
れ
ば
」と
抱

負
を
語
り
ま
す
。

◀夜になるとホタ
ルが飛び交う

　
「
城
崎
温
泉
泊
覧
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
。

愛
称
：
城
崎
オ
ン
パ
ク
）が
5
月
9
日
か
ら
6
月

8
日
ま
で
城
崎
地
域
の
各
所
を
会
場
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
、

一
つ
の
場
所
に
集
ま
っ
て
行
う
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、「
オ
ン
パ
ク
」は
地
元
の
生な
り

業わ
い

を
イ
ベ
ン

ト
化
。
写
真
店
主
や
住
職
ら
多
彩
な
講
師
に
よ
る

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
で
、
関
西
で
は
初
開
催
だ
そ
う

で
す
。

　

和
菓
子
作
り
初
体
験
の
河こ
う

本も
と

八
重
子
さ
ん（
日

高
町
鶴
岡
）は「
丸
め
て
、
布ふ

巾き
ん

で
絞
っ
て
花
の
形

に
す
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
」と
、
完
成
の
喜

び
を
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
5
日
、
合
橋
認
定
こ
ど
も
園（
園
児
43
人
）

で
、
端
午
の
節
句
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

端
午
の
節
句
は
、
強
い
香
気
で
厄
を
払
う「
シ
ョ

ウ
ブ
」や「
ヨ
モ
ギ
」を
軒
に
つ
る
し
た
り
、
し
ょ

う
ぶ
湯
に
入
る
こ
と
で
無
病
息
災
を
願
う
も
の
で

す
。

　

当
日
は
雨
天
の
た
め
、
園
児
た
ち
は
自
分
た
ち

で
作
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
い
の
ぼ
り
の
歌
を
歌
っ
た
り
、

職
員
に
よ
る
劇
を
見
た
り
し
て
、
行
事
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
最
後
に
園
長
先
生
が「
シ
ョ
ウ
ブ

は
家
の
お
風
呂
に
入
れ
て
し
ょ
う
ぶ
湯
に
し
ま
し

ょ
う
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

季
節
の
生
菓
子
を
作
っ
て
み
た('

◇')ゞ

「
城
崎
温
泉
泊
覧
会
」
で
発
見
！
体
感
！

合
橋
認
定
こ
ど
も
園「
端
午
の
節
句
」　

病
気
や
け
が
に
負
け
な
い
ぞ
！ ▲｢形が崩れていても味は一緒です｣と和菓子職人。アヤメと

バラの和菓子作りを体験した

▲ショウブを頭に巻いて、元気よく返事をする園児たち
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豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト 

㉑

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

│
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
?

　

豊
岡
市
の
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
す
。

エ
コ
ハ
ウ
ス
の
設
計
は
、
ま
さ
し

く
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
で
、
自
然

の
力
を
有
効
活
用
す
る
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
建
設
費
が
高
額
で
す
。

　

そ
こ
で
、
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン

を
用
い
た
省
エ
ネ
住
宅
を
、
子
育

て
世
代
で
も
購
入
で
き
る
価
格
帯

で
提
供
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
で
す
。

│
環
境
効
果
は
?

　

気
密
・
断
熱
性
の
高
い
構
造
と
、

│
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
は
?

　

高
性
能
建
材
や
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
導
入
し
て
、
積
極
的
に
省
エ
ネ

を
図
る
行
動
を「
ア
ク
テ
ィ
ブ（
能

動
）」、
ま
わ
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
動
的
に
取
り
込
ん
で
、
有
効
活

用
を
図
る
行
動
を「
パ
ッ
シ
ブ（
受

動
）」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
太

陽
光
や
風
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
う
ま
く
家
に
取
り
入
れ
て
、

快
適
で
経
済
的
な
住
宅
を
実
現
す

る
住
宅
設
計
の
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
冬
は
、
昼
間
の
太
陽

熱
を
集
め
て
床
下
に
た
め
、
湯
を

沸
か
し
た
り
、
夜
に
床
暖
房
と
し

て
使
用
し
ま
す
。

　

夏
は
、夜
の
放
射
冷
却
で
冷
え
た

屋
根
を
利
用
し
て
冷
や
し
た
空
気

を
昼
間
に
室
内
に
送
り
込
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、

パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
は
、

こ
の
よ
う
に
自
然
の
力
を
上
手
に

利
用
す
る
技
術
を
多
く
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、環
境

と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事
業
に
取
り

組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
環
境
経
済
係
☎
23

－

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

エ
ヌ
ズ
プ
ラ
ン（
合
資
会
社
中
村
組
）（
泉
町
）

ー
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
の
建
設
ー

企業紹
介

自
然
の
力
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ

と
で
、
光
熱
水
費
が
約
半
分
に
な

り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
低
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。

│
1
軒
当
た
り
の
値
段
は
?

　

30
坪
で
2
千
万
円
か
ら
に
な
り

ま
す
が
、
国
な
ど
の
補
助
金
が
活

用
で
き
ま
す
の
で
、
実
質
的
に

2
千
万
円
以
下
で
建
て
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

│
今
後
の
予
定
は
?

　

住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
が

2
0
2
0
年
か
ら
義
務
化
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
需
要
が
増
え
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
ハ

ウ
ス
は
、但
馬
地
域
で
は
知
名
度
が

低
い
た
め
、多
く
の
方
に
メ
リ
ッ
ト

を
知
っ
て
い
た
だ
く
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。
☎
29

1
2
3
4

○44

▲立体図

▲パッシブデザインハウス

  

今
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し
は
、

昨
夏
よ
り
厳
し
い
状
況
で
す
。
豊

岡
市
で
は
昨
年
並
み
の
節
電
実
施

を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
体
調
に
は
十

分
気
を
付
け
な
が
ら
、
可
能
な
限

り
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】7
月
1
日（
火
）〜
9
月

30
日（
火
）の
平
日〔
8
月
13
日

（
水
）〜
15
日（
金
）を
除
く
〕

【
時
間
帯
】午
前
9
時
〜
午
後
8
時

【
節
電
内
容
】平
成
25
年
夏
実
績
以

上
の
節
電（
平
成
22
年
夏
比
で

11
％
削
減
）実
施

【
節
電
取
組
】

○
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
指
定

・
無
料
施
設　

39
施
設（
各
施
設

開
館
日
の
午
後
1
時
〜
4
時
）

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
、県
民
交
流

広
場（
各
地
区
公
民
館
内
・
一

部
除
外
公
民
館
あ
り
）、図
書
館

本
館
・
各
分
館
、
各
子
育
て
セ

ン
タ
ー（
乳
幼
児
親
子
で
利
用
）

・
有
料
施
設　

4
施
設（
入
館
料

半
額　

※
市
民
に
限
る
）

　

但
馬
国
府
･
国
分
寺
館
、
植
村

直
己
冒
険
館
、
日
本
・
モ
ン
ゴ

ル
民
族
博
物
館
、
豊
岡
市
立
美

術
館

伊
藤
清
永
記
念
館

○
家
庭
で
の
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
取

組
み（
市
民
エコ
ポ
イ
ン
ト
対
象
）

○
夏
休
み
子
ど
も
節
電
自
主
学
習

へ
の
取
組
み（
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
対
象
）

【
具
体
的
な
節
電
行
動
・
効
果
例
】

○
冷
房
の
設
定
温
度
を
26
℃
か
ら

28
℃
に
す
る
⇩
節

電
効
果
10
％

○
エ
ア
コ
ン
を
消
し
、

扇
風
機
を
使
用
⇩

節
電
効
果
50
％

○
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を「
強
」か

ら「
中
」に
変
え
、
扉
を
開
け
る

時
間
を
減
ら
し
、
食
品
を
詰
め

過
ぎ
な
い
⇩
節
電
効
果
2
％

※
関
西
電
力
㈱
か
ら
緊
急
の
節
電

要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
防
災

行
政
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、環
境
行
動
の
成
果
が

形
と
な
っ
て
表
れ
、実
感
で
き
る

仕
組
み「
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

抽
選
会
や
商
品
な
ど
の
情
報

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23

－

4
4
8
0
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の
時
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
③
生
徒
の
読
書
量
が
多
い
こ
と

④
図
書
室
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理

の
貸
出
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な

ど
生
徒
が
読
書
に
親
し
む
環
境
を

整
備
し
た
こ
と
│
な
ど
が
総
合
的

に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」

の
4
月
23
日
。全
国
1
4
1
校（
う
ち

中
学
校
25
校
）の
小
、中
、高
校
、特

別
支
援
学
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

▽
高た

か

島し
ま

茂し
げ

広ひ
ろ（
元
町
）

豊
岡
北
中
が
　
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

豊
岡
北
中
学
校
が
、子
ど
も
の
読

書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

豊
岡
北
中
は
、
①
青
少
年
読
書

感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
知

事
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
②
朝
読
書

　

か
な
り
の
マ
イ
ペ
ー
ス
。た
だ
今

「
ブ
ン
バ・ボ
ー
ン
！
」に
は
ま
り
中
☆

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ネ
♡

（
父 

和
也
・
母 

昌
代
、城
崎
町
湯
島
）

松本　紫
ゆかり

ちゃん
（平成24年５月23日生）

　

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆
こ

れ
か
ら
も
、元
気
で
す
く
す
く
大
き

く
な
っ
て
ね
♡　

（
父 

康
好
・
母 

裕
子
、九
日
市
下
町
）

濱
はま

崎
ざき

　旬
しゅん

ちゃん
（平成23年10月29日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
しています。対象は市内在住で２歳までの乳
幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、保護者の氏名、住所、電話
番号とコメント（40字以内）を添えて、秘書
広報課「すくすく日記係」へお送りください。

　

住
宅
再
建
共
済
制
度（
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
共
済
）は
、
住
宅
所
有
者

が
平
常
時
か
ら
資
金
を
寄
せ
合
い
、

自
然
災
害
発
生
時
に
、
被
災
し
た

住
宅
の
円
滑
な
再
建
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
自
然
災
害
で
半
壊

に
至
ら
な
い
被
害
を
受
け
た
場
合

で
も
共
済
給
付
金
を
給
付
で
き
る

よ
う
、制
度
を
拡
充
。従
来
、給
付

対
象
外
で
あ
っ
た
一
部
損
壊
に
対

す
る
共
済
制
度
が
8
月
1
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。（
＊
年
額
5
0
0
円
。

本
年
度
は
4
0
0
円
）

申
方
県
内
の
郵
便
局
窓
口
や
郵
送
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み

申（
財
）兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基

金
業
務
課（
〒
6
5
0

8
5
6 

7　

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通

5

10

1
）

問
但
馬
県
民
局
総
務
企
画
室
企
画

　

防
災
課
☎
26

3
6
1
6

ホhttp://w
eb.pref.hyogo.jp/

 
w
d34/phoenixkyosai.htm

l

受賞報告する生徒たち（上）、
読書活動のようす（左上下）

〈住宅再建共済制度〉
　年額5,000円の共済負担金で半壊以上の住宅の
再建に対し、最大600万円を給付
給付金の
種類 給付対象 給付

金額
再建等
給付金 全壊･大規模半壊･半壊で建築･購入 ※ 600万円

補修
給付金

全壊で補修 200万円
大規模半壊で補修 100万円
半壊で補修 50万円

居住確保
給付金

全壊･大規模半壊･半壊で建築･購入･補
修をせず、賃貸住宅に入居した場合など 10万円

※県外での建築･購入の場合は、300万円になります。
※賃貸住宅等については、所有者が加入できますが、県
内での建築･購入のみに給付し、居住確保給付金の給
付対象とはなりません。

〈一部損壊特約〉８月１日スタート
　年額500円＊の共済負担金で、一部損壊（損害割合10
％以上20％未満）の住宅の補修に対し25万円を給付
給付金の
種類 給付対象 給付

金額
補修等
給付金

一部損壊（損害割合10％以上20％未
満）で建築･購入･補修 ※ 25万円

居住確保
給付金

一部損壊（損害割合10％以上20％未
満）で建築･購入･補修をせず、賃貸住
宅に入居した場合など

10万円

※県外での建築･購入の場合は12万５千円になります。
〈家財再建共済制度〉
　年額1,500円の共済負担金で半壊以上または床
上浸水に対し、最大50万円を給付
給付金の
種類 給付対象 給付

金額

家財再建
給付金

住宅が全壊で家財を補修･購入 50万円
住宅が大規模半壊で家財を補修･購入 35万円
住宅が半壊で家財を補修･購入 25万円
住宅が床上浸水で家財を補修･購入 15万円

      兵庫県住宅再建共済制度 フェニックス共済

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

 
ご
ざ
い
ま
す

フェニックス共済

自然災害

住まいを守る
から
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●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　　　　
　　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

期
　
間

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
〜
犯
罪
や
非
行
を

防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る

 

地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　

7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
と
非
行
の
防
止
、更
生
の
援
助

催
　
し

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

○
手
作
り
絵
本
教
室

日
7
月
24
日（
木
）・
30
日（
水
）、

8
月
7
日（
木
）・
21
日（
木
）・

28
日（
木
）午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分（
全
5
回
）

所
図
書
館
本
館　
2
階　
視
聴
覚・

講
演
室（
京
町
）

対
5
回
全
て
に
出
席
で
き
る
小
学
生

内
自
分
だ
け
の
手
作
り
絵
本
づ
く
り

料
3
0
0
円（
材
料
代
）

定
30
人

申
期
7
月
2
日（
水
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

○
夏
休
み
子
ど
も
点
字
絵
日
記
教

室
日
7
月
25
日（
金
）、8
月
1
日（
金
）・

8
日（
金
）・
22
日（
金
）午
前
10

時
10
分
〜
正
午（
全
4
回
）

所
図
書
館
本
館　

2
階　

工
作
交

流
室

対
4
回
全
て
に
出
席
で
き
る
小
学

4
〜
6
年
生

の
た
め
、地
域
住
民
の
理
解
と
参
加

を
求
め
る
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
内
各
地
域
で
も
、
7
月
1
日

（
火
）か
ら
豊
岡
保
護
区
保
護
司
会
、

豊
岡
地
区
更
生
保
護
女
性
会
に
よ

る
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
2

内
手
で
触
っ
て
読
む
点
字
の
絵
日

記
づ
く
り

定
10
人

申
期
7
月
2
日（
水
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

■
図
書
館
城
崎
分
館

　

☎
21

9
0
7
2

○
夏
休
み
子
ど
も

点
字
教
室

日
7
月
30
日（
水
）、

8
月
7
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
全
2

回
）

所
城
崎
支
所　

2
階　

相
談
室　

（
城
崎
町
桃
島
）

対
小
学
生
以
上

定
10
人

申
期
7
月
23
日（
水
）

○
手
づ
く
り
ま
い
・
ぶ
っ
く
教
室

日
8
月
1
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
城
崎
支
所　

2
階 

大
会
議
室

対
小
学
生
以
上（
1
・
2
年
生
は

保
護
者
同
伴
）

内
本
の
し
く
み
や
作
り
方
を
学
び
、

自
分
だ
け
の
ミ
ニ
本
を
作
る

定
20
人

申
期
7
月
25
日（
金
）

■
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

○
た
け
の
子
映
画
会

日
7
月
19
日（
土
）午

後
2
時
〜

所
竹
野
地
区
公
民
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

（
竹
野
支
所　

2

階
、竹
野
町
竹
野
）

内
子
ど
も
向
け
映
画
の
上
映「
ふ

る
さ
と
再
生　

日
本
の
昔
ば
な

し
」〈
因
幡
の
白
兎
ほ
か
〉

■
図
書
館
日
高
分
館

　

☎
21

9
0
6
0

○
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
7
月
23
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
日
高
支
所　

3
階（
日
高
町
祢

布
）

対
主
に
小
学
生（
幼
稚
園
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

内
人
形
劇
、
歌
、
読
み
聞
か
せ
な

ど
定
30
人
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日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　　　　
　　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

■
図
書
館
但
東
分
館

　

☎
21

9
0
3
6

○
夏
休
み
子
ど
も
ル
ン
ル
ン
工
作

・
第
1
弾「
お
め
ん
ふ
う
う
ち
わ

づ
く
り
」

日
7
月
23
日（
水
）午
後
2
時
〜

対
小
学
1
・
2
年
生

・
第
2
弾「
く
る
く
る
ち
ょ
き
ん

ば
こ
づ
く
り
」

日
7
月
30
日（
水
）午
後
2
時
〜

対
小
学
3
・
4
年
生

・
第
3
弾「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ア

ク
ア
リ
ウ
ム
づ
く
り
」

日
8
月
6
日（
水
）午
後
2
時
〜

対
小
学
5
・
6
年
生

共
通
事
項

所
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー　

1
階　

和
室（
但
東
町
出
合
）

定
各
15
人

申
期
各
開
催
日
の
2
日
前

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

 

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト

○
ミ
ニ
企
画
展「
甲
虫
大
集
合
!
」

日
7
月
19
日（
土
）〜
8
月
31
日（
日
）

所
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館　

総
合

学
習
室（
日
高
町
祢
布
）

内
世
界
の
カ
ブ

ト
ム
シ
や
ク

ワ
ガ
タ
な
ど

の
甲
虫
標
本

を
紹
介

料
無
料（
常
設
展
示
･
企
画
展
示

の
観
覧
は
有
料
）

○
夏
休
み
体
験
教
室

定
各
10
人

申
期
各
開
催
日
の
3
日
前

申
問
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

　

☎
42

6
1
1
1

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の

 

お
知
ら
せ
問
24

－

3
0
0
0

○
第
1
1
6
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
7
月
19
日（
土
）午
後
12
時
30
分
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

交
流
サ
ロ

ン（
大
手
町
）

内
ア
カ
ペ
ラ
合
唱

出
演
K
B
C
ア
カ
ペ
ラ
合
唱
団

※
毎
月
一
回
開
催
す
る
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
ま
せ
ん

か
？
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

○T

タ

ジ

マ

A
JIM
A R

レ
イ
ジ
ン
グ

A
ISIN
G
 R

ロ
ッ
ク

O
C
K 

F

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ES
T
IV
A
L2014

午
前
の
部

｢

高
校
生
バ
ン
ド
バ
ト
ル｣

日
8
月
17
日（
日
）午
前
11
時
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

内
但
馬
の
高
校
生
バ
ン
ド
の
コ
ン

テ
ス
ト

出
演
・AROM

A OIL

・red odd m
usic

・M
erryy T

eens

・Super cell
・Reunion

料
無
料（
午
後
か
ら

の「
ハ
イ
ス
ペ
ー
ス 

ア
ラ
イ

ブ
」は
有
料
）

○『
祈
り

－

1
9
4
5
』平
和
を
願

う
朗
読
劇
･
豊
岡
2
0
1
4

日
8
月
9
日（
土
）午
後
2
時
〜　

（
開
場
：
午
後
1
時
30
分
〜
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

内
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆

の
記
録
か
ら
、手
記
や
詩
歌
を
構

成
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
台
本
の
朗

読
劇

※『
原
爆
展
&
平

和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

展
』も
同
時
開
催

料
一
般
5
0
0
円（
当
日
2
0
0

円
増
し
）、
高
校
生
以
下
無
料

（
無
料
入
場
券
が
必
要
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
、

市
民
会
館
、図
書
館
本
館
、城
崎・

竹
野
・
日
高
地
区
公
民
館
、
ひ

ぼ
こ
ホ
ー
ル
で
購
入
で
き
ま
す
。

気
比
の
浜
・
大
宝
さ
が
し
大
会

日
7
月
21
日（
月
･
祝
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
受
付
：
午

前
10
時
〜
）

※
雨
天
決
行（
波
の
状
況
に
よ
り
、

内
容
に
変
更
あ
り
）

所
気
比
の
浜
海
水
浴
場（
気
比
）

内
民
宿
ペ
ア
宿
泊
券
、
豊
岡
の
カ

バ
ン
、
地
元
農
産
物

な
ど
が
当
た
る
、
色

付
き
ア
サ
リ
を
海
の

中
か
ら
探
す

※「
ミ
ナ
コ
レ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」同

時
開
催

料
1
0
0
円（
幼
児
は
無
料
）

問
豊
岡
観
光
協
会
☎
22

8
1
1
1

（
当
日
は
、
気
比
の
浜
･
浜
事

務
所
☎
28

2
1
0
1
）

日時 内容 参加費
７月27日（日）、８月２日
（土）午前10時～ ハニワの貯金箱を作ろう！ 300円

８月３日（日）午前10時～ 古代の楽器、土
ど

鈴
れい

を作ろう！ 300円
８月９日（土）午前10時～ 古代のお金を作ろう！ 500円
８月10日（日）午前10時～ 弓矢を作って飛ばそう！ 200円
８月13日（水）～17日（日）
午前10時～午後４時 化石のレプリカを作ろう！ 100円

※｢ハニワの貯金箱を作ろう！｣は２回とも同じ内容
※｢化石のレプリカを作ろう！｣は定員なし、事前申込み不要。所
要時間10分
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「
初
夏
の
里
山
を
楽
し
も
う
！
」

〜
水
辺
の
生
き
物
さ
が
し
〜

日
7
月
12
日（
土
）午
前
9
時
30
分

〜
正
午（
受
付
：
午
前
9
時
〜
）

所
兵
庫
県
立
南
但
馬
自
然
学
校
　

（
朝
来
市
山
東
町
迫は
さ

間ま

）

内
水
辺
の
生
き
物
や
昆
虫
探
し

料
50
円（
保
険
料
）

申
方
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
7
月
7
日（
月
）

申
問
兵
庫
県
立
南
但
馬
自
然
学
校

　
☎
0
7
9

6
7
6

4
7
3
1

　
Ｆ
0
7
9

6
7
6

4
0
0
8

募
　
集

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ー
と
ピ
ー
」第
９
回
イ
ベ
ン
ト

『
夏
の
恋k

コ
イ

oi

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』

参
加
者
募
集

日
7
月
13
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時（
受
付
：
男
性
午
前
9

時
30
分
、女
性
午
前
9
時
45
分
）

所
弁
天
浜（
竹
野
町
竹
野
）

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

内
浜
辺
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流

す
る
。

料
男
性
3
千
円
、
女
性
2
千
円

定
男
女
各
15
人

申
方
氏
名
、電
話
番
号
、住
所
、生

年
月
日
を
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
7
月
7
日（
月
）

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
地
域
福
祉
課
☎
23

2
5
7
3

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp

　
ホhttp://w

w
w
.heart-p.com

第
16
回「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち

 

づ
く
り
賞
」受
賞
候
補
の
募
集

　
県
で
は
、
優
れ
た
ま
ち
な
み
や

建
築
物
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進

め
て
い
る
団
体
や
個
人
を
対
象
に

「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」

を
贈
呈
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
優
れ
た

ま
ち
な
み
や
建
築
物
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
団
体
や
個
人
を

推
薦
し
て

く
だ
さ
い
。

自
薦
他
薦

は
問
い
ま

せ
ん
。

部
門

・
ま
ち
な
み
建
築
部
門（
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
と

共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力

と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
）

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門（
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
、安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
環

境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
、
魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
、
自
立
と
連
携
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
）

申
方
推
薦
用
紙（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）に
記
入
の
上
、
郵

送
、
持
参
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
7
月
11
日（
金
）消
印
有
効

申
問
県
都
市
政
策
課
都
市
政
策
班

　（
〒
6
5
0

8
5
6
7
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
5

10

1
）

　
☎
0
7
8

3
6
2

4
3
2
4

　
ホhttp://w

eb.pref.hyogo.jp/

　
メkendo_toshi@

pref.hyogo.
 

lg.jp
ど
ん
ぐ
り
山
友
会「
2
0
1
4

富
士
山
登
山
」参
加
者
募
集

日
9
月
9
日（
火
）〜
12
日（
金
）

　〔
3
泊
4
日（
車
中
1
泊
）〕

※
9
月
9
日
午
後
9
時
に
日
高
支

所
を
出
発

内
2
0
0
4「
植

村
直
己
冒
険

賞
」受
賞
者
の

渡
邉
玉
枝
さ
ん

（
予
定
）を
は
じ
め
と
す
る
登
山

の
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
。
ゆ
っ

く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
、
初
心

者
も
安
心
し
て
登
れ
ま
す
。

料
4
万
5
千
円

定
25
人

　子どもの情操教育の一環として｢思考力｣や｢判
断力｣を養うため、オセロ大会を開催します。

日時 ７月26日（土）午前９時15分～
〔受付：午前８時30分～〕

場所 本庁舎　２階　大会議室

部門
①幼児（４歳）～小学３年生の部
②小学４年生～中学３年生の部
※男女の別はなし

表彰 　各部門１位から３位までには、賞状
と盾を贈呈

申込
期限 ７月14日（月）

その他

　上位入賞者は、｢但馬地区子ども会オ
セロ大会｣〔８月24日（日）･但馬文教府〕
に出場できます。
　さらに但馬大会での上位入賞者は、
「兵庫県子ども会オセロ大会｣〔11月２日
（日）･兵庫県福祉センター〕に出場でき
ます。

申込み・
問合せ

豊岡市子ども会連絡協議会（生涯学習課
内）☎23-0341　FAX29-0054

第２回オセロ大会　参加者募集
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申
方
電
話
ま
た
は
来
館

申
期
7
月
12
日（
土
）午
前
9
時
〜

定
員
に
達
す
る
ま
で

他
装
備
や
登
山
の
際
の
注
意
事
項

に
つ
い
て
、
事
前
説
明
会
を
開

催（
8
月
上
旬
）

申
問
ど
ん
ぐ
り
山
友
会（
植
村
直
己

冒
険
館
内
）☎
44

1
5
1
5

「
パ
ソ
コ
ン
実
務
コ
ー
ス
」

受
講
生
募
集

訓
練
期
間
8
月
19
日（
火
）〜
10
月

17
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
3

時
30
分

対
公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
申
込
み
を

し
て
い
る
方

定
20
人

選
考
日
時
8
月
7
日（
木
）午
前
10

時
〜（
受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
）

選
考
場
所
学
校
法
人
大
岡
学
園

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
キ
ャ
リ
ア

カ
レ
ッ
ジ
但
馬（
戸
牧
）

選
考
内
容
筆
記〔
数
学
･
国
語（
中

学
校
程
度
）〕お
よ
び
面
接

訓
練
内
容
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
基

礎
知
識
、ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
た

基
本
的
な
操
作
の
習
得
他

申
期
7
月
1
日（
火
）〜
31
日（
木
）

申
問
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
但
馬

技
術
大
学
校
☎
24

2
2
3
3

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
･
福
祉
･
経
済
･
歴
史
･

文
学
･
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

資
料
請
求
詳
し
い
資
料
の
送
付
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
期
8
月
31
日（
日
）必
着

申
問
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
8

8
0
5

0
0
5
2

講
座・
教
室

パ
ス
テ
ル
画
教
室

日
7
月
26
日（
土
）、8
月
2
日（
土
）

・
ク
ラ
ス
①
…
午
前
10
時
〜
正
午

・
ク
ラ
ス
②
…
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

所
出
石
支
所
　
市
民
ホ
ー
ル（
出

石
町
内
町
）

対
両
日
参
加
で
き
る
幼
稚
園
児
、

小
学
生

料
3
千
円（
パ
ス
テ
ル
、
画
材
な

ど
材
料
費
含
む
）

定
各
ク
ラ
ス
10
人
程
度

申
期
7
月
1
日（
火
）〜
13
日（
日
）

他・
12
月
の
企
画
展
で

展
示
予
定

・
作
品
は
展
覧
会
終

了
後
に
持
ち
帰
り

（
希
望
者
は
一
時
持
ち
帰
り
可
）

申
問
豊
岡
市
立
美
術
館

伊
藤
清

永
記
念
館

☎
52

5
4
5
6

平
成
26
年
度　

但
馬
地
区

精
神
障
害
者
家
族
教
室

　
精
神
疾
患
へ
の
理
解
を
深
め
、

家
族
と
し
て
の
接
し
方
に
つ
い
て

学
習
す
る
機
会
と
す
る
た
め
、
入

院
･
通
院
患
者
の
家
族
を
対
象
に

家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
7
月
31
日（
木
）午
後
1
時
20
分

〜
4
時
20
分

所
但
馬
長
寿
の
郷
　
第
3
･
4
研

修
室（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

内①
講
演

・
演
題
…「
精
神
疾
患
の
理
解
〜

当
事
者
を
支
え
る
･
見
守
る
と

い
う
こ
と
〜
」

・
講
師
…
高
石
医
院
院
長
　
高
石

俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク「
み
ん
な
で
話
そ

う
」〜
家
族
が

い
ま
悩
ん
で
い

る
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
〜

申
問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域

保
健
課
☎
26

3
6
7
2
ま
た

は
朝
来
健
康
福
祉
事
務
所
地
域

保
健
課

　
☎
0
7
9

6
7
2

6
8
6
7

平
成
26
年
度　

公
立
八
鹿
病
院

 

市
民
公
開
講
座

日
7
月
19
日（
土
）午
後
2
時
〜
4

時（
開
場
：
午
後
1
時
30
分
〜
）

所
公
立
八
鹿
病
院
　
3
階
　
第
1

講
堂（
養
父
市
八
鹿
町
八
鹿
）

内
講
演（
座
長
…
公
立
八
鹿
病
院

院
長
　
谷た
に

風か
ぜ

三
郎
さ
ん
）

①
演
題
…「
知
っ
て
お
き
た
い
乳

が
ん
の
知
識
」

・
講
師
…
公
立
八
鹿
病
院
乳
腺
外

科
部
長
　
水
田 

誠
さ
ん（
乳
腺

専
門
医
）

②
演
題
…「
乳
が
ん
診
療
に
お
け

る
看
護
師
の
役
割
」

・
講
師
…
公
立
八
鹿
病
院
外
来
師

長
　
植
木
佳
代
子
さ
ん（
乳
が

ん
看
護
認
定
看
護
師
）

※
講
演
後
、
医
療
相
談
を
実
施

問
公
立
八
鹿
病
院
総
務
課

　
☎
0
7
9

6
6
2

5
5
5
5
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事
業
継
承
セ
ミ
ナ
ー

日
7
月
2
日（
水
）午
後
7
時
〜
9

時（
受
付
：
午
後
6
時
30
分
〜
）

所
本
庁
舎　

2
階　

大
会
議
室　

（
中
央
町
）

対
市
内
事
業
者
な
ど

内①
講
演

・
演
題
…「
親
族
外
事
業
継
承
に

つ
い
て　

〜
M
&
A
の
進
め
方

と
注
意
点
」

・
講
師
…
近
畿
税
理
士
会
豊
岡
支

部　

税
理
士　

小こ

中な
か

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん

②
質
疑
応
答

※
時
間
が
あ
れ
ば
セ
ミ
ナ
ー
後
に

個
別
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

定
50
人
程
度

申
方
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
7
月
1
日（
火
）正
午

申
問
豊
岡
市
事
業
継
承
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
エ
コ
バ
レ
ー

推
進
課
内
）☎
23

4
4
8
0

　
Ｆ
22

3
8
7
2

　
メecovalley@

city.toyooka.
 

lg.jp

相
　
談

平
成
26
年
度
身
体
障
害
者

移
動
相
談（
但
馬
地
区
）

日
7
月
25
日（
金
）午
前
11
時
〜
午

後
1
時

所
豊
岡
市
福
祉
事
務
所（
立
野
町
）

対
肢
体
障
害
者

相
談
内
容
補
装
具（
義
肢
、
装
具
、

車
い
す
）支
給
・
修
理
の
判
定
、

補
装
具
装
用
指
導
な
ど

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
診
断

は
行
い
ま
せ
ん
。

持
身
体
障
害
者
手
帳
、
現
在
使
用

し
て
い
る
義
肢
・
装
具
・
車
い
す

申
期
7
月
11
日（
金
）

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

司
法
書
士
に
よ
る

  

相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

  

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

 

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
7
月
19
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

 

無
料
相
談
会

日
7
月
19
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

試
　
験

兵
庫
県
警
察
採
用
選
考
試
験

募
集
人
数

・
一
般
選
考（
男
性
）2
1
1
人
程
度

・
一
般
選
考（
女
性
）30
人
程
度

・
特
別
選
考
6
人
程
度

応
募
資
格

①
4
年
制
大
学
を
卒

業
ま
た
は
平
成
27

年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
の
方
で
、
昭
和
54
年
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
①
以
外
の
方
で
、
昭
和
54
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

一
次
試
験
日
9
月
21
日（
日
）

申
方
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
ま
た
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
手
続
き

申
期
7
月
10
日（
木
）〜

・
電
子　

8
月
15
日（
金
）

・
郵
送　
8
月
22
日（
金
）消
印
有
効

・
持
参　

8
月
28
日（
木
）

他
試
験
会
場
、
選
考
方
法
な
ど
の

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
豊
岡
北
警
察
署
警
務
課

　

☎
32

0
1
1
0

　

豊
岡
南
警
察
署
警
務
課

　

☎
24

0
1
1
0

　

県
警
ホw

w
w
.police.pref.

 
hyogo.jp/

そ
の
他

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
2
4
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

月日 担当医師・住所

７月

13日 中沢　洋
（出石町本町）

27日 赤松　亮
（九日市下町）



広報とよおか　2014.6.2531
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
日
曜
納
税
相
談

日
7
月
20
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
本
庁
舎　

1
階（
税
務
課
収
税

係
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
7
月
7
日（
月
）午

後
1
時
〜
22
日（
火
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
7
月
29
日（
火
）午

後
1
時
〜
31
日（
木
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
8
月
8
日（
金
）午

後
3
時

公
売
物
件
自
動
車
な
ど
16
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加（
7
月
7
日
公
開

予
定
）

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_
 

city

参
加
資
格
一
部
の
例

外
を
除
き
、
20
歳

以
上
の
方
で
あ
れ

ば
、
原
則
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
公
売

保
証
金
の
納
付
が
必
要（
公
売

保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
よ
く

見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
7
月
20
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
本
庁
舎　

1
階

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

（
日
程
な
ど
を
調
整
）。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

 
lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
 

yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係（
公
売
担
当
）

　

☎
23

1
1
1
8

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
人
身
事
故

防
止
の
た
め
に

　

山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山
仕

事
な
ど
で
山
林
に
入
る
と
、
ク
マ

と
の
出
会
い
頭
の
事
故
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
音
の
出
る
も
の
を
身
に
付
け
る

　

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携

帯
す
る
、
複
数
人
で

話
を
し
な
が
ら
行
動

す
る
な
ど
、
ク
マ
に

人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○
山
野
に
ご
み
を
捨
て
な
い

　

弁
当
の
残
り
や
飲
料
水
の
容
器

な
ど
、
ク
マ
の
え
さ
と
な
る
も
の

を
放
置
す
る
と
、
ク
マ
を
引
き
寄

せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
子
グ
マ
に
も
注
意

　

子
グ
マ
が
い
れ
ば
、

近
く
に
母
グ
マ
が
い

る
可
能
性
が
高
い
で

す
。
子
グ
マ
を
守
る

た
め
、
母
グ
マ
が
本

能
的
に
襲
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
子
グ
マ
で

あ
っ
て
も
絶
対
に

近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
そ
れ
で
も
出
会

っ
て
し
ま
っ
た

と
き
は

　

ク
マ
を
驚
か
せ

な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ク
マ

に
背
を
向
け
ず
、

後
ず
さ
り
し
て
立

ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

開
業
医
の
手
作
り

 

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会

　
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

７月のテーマ
曜日 内　容
月 夏の乳幼児の下痢症

火 歯周病はいつから？

水 肩こりの予防と治療法

木 アレルギー性鼻炎の免疫療法

金～土 大切な心の健康づくり

おわびと訂正
６月10日号５ページ｢福祉医療の受給
者証の更新｣の《老人医療の負担割合
と限度額》表中、金額の誤りがありま
した。正しくは下表の通りです。おわ
びし訂正します。

対象 区分 自己負
担割合 負担限度月額

誕生日が
昭和24年
６月30日
以前の方

Ⅰ １割
外来 8,000円

入院等 15,000円

Ⅱ ２割
外来 12,000円

8,000円

入院等 24,600円



鳥の本
< 一 般 >

生物多様性　子どもたちにどう伝えるか
阿部健一/編（昭和堂）

　̶地球上にはいろいろな生き物がた
くさんいて複雑に繊細につながり、存
在している。̶
　鳥の個体観察、虫やどんぐりを使っ
た課外授業。子どもと一緒に山や川
へ出掛けたくなる一冊です。

< じ ど う >
王さまでかけましょう
（『王さまたんけんたい』より）
寺村輝夫／作（理論社）

　言い出したら聞かない王さまの話で
す。王さまは、つばめにアフリカへ連
れて行ってもらうことにしました。お弁
当を用意し、テレビも積

つ
んで…。さて

王さまは出
で
掛
か
けられるのかな。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

7月の行事予定

　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

7月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせてください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 火（休館日）

2 水

10：30～ 竹野 にじっこえほん　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

3 木
4 金 13：30～ 出石 ストーリーテリング実技講座⑤（出石支所大会議室）　般

5 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：七夕かざりつくり）　幼 児
13：30～ 城崎 きのさき見て歩き（第２回目）　般

6 日
7 月
8 火（休館日）
9 水 14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
10 木
11 金

12 土

10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：びっくりおばけ）　児
10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：のこのこてんとうむし）　幼 児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ！｢やさいは　すきですか？｣（工作：かごいっぱいの野菜作り）　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13 日
14 月
15 火（休館日）

16 水
10：30～ 但東 おはなし会（但東子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
14：00～ いっしょにおはなし会　幼

17 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
18 金
19 土 14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

14：00～ 竹野 たけの子映画会（竹野地区公民館）　幼 児
20 日
21 月（休館日）
22 火（休館日）

23 水
13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド（日高支所３階）　幼 児
14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
14：00～ 但東 夏休み子どもルンルン工作（但東市民センター）　児

24 木
10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼
13：30～ 本館 手作り絵本教室①　児

25 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室①　児

26 土

10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
13：30～ 本館 としょかん映画会「命のビザ」（2010/日本/129分）　般
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児
15：50～ 本館 としょかん映画会「ピーターパン」（アニメ/75分）　幼 児

27 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
28 月
29 火（休館日）

30 水
10：30～ 城崎 夏休み子ども点字教室①　児
13：30～ 本館 手作り絵本教室②　児
14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
14：00～ 但東 夏休み子どもルンルン工作（但東市民センター）　児

31 木（休館日）

　本館と各分館では、夏休み期間中にさまざまな教室や楽しい催しを開催します。どれも夏休みの思い出や作品として
残るものばかりなので、今から予定を確認していただき、ぜひ参加してください。
　詳しくは、市広報紙｢くらしの情報」ページをご覧ください。
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7月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

そとあそび広場　城崎スポーツ広場（城崎浄化センター屋上）

おでかけ広場　八代地区公民館

たなばた会

そとあそび（おでかけ）広場　竹野浜海岸（B&Gの下）

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作

そとあそび広場　但東子育てセンター外庭

なつまつり　合橋地区公民館

パパとあそぼうデー“おやこっこ運動遊び”

７月子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

おやこっこリズム遊び

ベビーマッサージ　日高子育てセンター　子育てホール

七夕の会

日　時 24日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 栄養士の話「離乳食と幼児食」、栄養相談

日　時 ６日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子ふれあい遊び

日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
その他 中学生育児体験の日です。お兄さんやお姉さんと一緒に遊びましょう

日　時 27日（日）午前10時～11時15分 申込開始 14日（月）
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん（お母さんの参加も可）
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健
その他 晴れの場合、しばっこ広場で水遊びをします
持ち物 子ども：水着、サンダル、帽子、バスタオル、お茶

保護者：ぬれてもよい服装、サンダル、帽子

日　時 18日（金）午後1時30分～3時30分 申込開始 10日（木）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育15人）
内　容「泣く子に勝ったらダメ！｣

日　時 24日（木）午後１時30分～２時30分 申込開始 11日（金）
対　象 ０歳（４カ月以上）の乳児と保護者　先着20組
内　容 おやこリズム遊び、ベビーダンス、お母さんのストレッチ
持ち物 バスタオル、お茶

日　時 ８日（火）午前10時～11時30分 申込期限 ６日（日）
対　象 １歳くらいまでの子どもと保護者　30組
内　容 ベビーマッサージ、ママのためのリフレッシュ体操
講　師 日本３B体操協会　木村美保さん

日　時 13日（日）午前11時～午後１時 申込期限 ８日（火）
対　象 乳幼児と保護者（兄弟、祖父母の参加可）
内　容 コーナー遊び（手作りおもちゃ、お店屋さん、魚釣り　など）
持ち物 １家庭お米２合（開催日前日までに持参）、お茶
参加費 親子とも１人につき100円

そとあそび広場　悪天候時は中止

おやこっこ水遊び　アイティ７階　スカイドーム（しばっこ広場）

日　時 24日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせと折り紙遊び

日　時 16日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、子育て相談、計測
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 12日（土）、19日（土）、26日（土）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 19日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん　※家族でお越しください
内　容 親子遊び

日　時 16日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、手遊び、絵本の読み聞かせ、折り紙遊び

日　時 23日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 ビニールプールで水遊び、シャボン玉
持ち物 水着（ぬれてもよい服装）、タオル、サンダル、お茶、着替え、帽子

日　時 ２日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ８日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 ９日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　40組
内　容 ささ飾り、親子遊び、人形劇 申込期限 ８日（火）

日　時 ９日（水）午前10時～正午
対　象 １歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のプチ講話、身体測定、赤ちゃん体操、乾布摩擦、お母さんの読み聞かせ

なかよし広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

おはなし広場

なかよし広場

にこにこ広場

絵本の読み聞かせと折り紙

パパと遊ぼうデーにじっこ絵本

わいわいコーラス

なかよし広場

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

日　時 ①３日（木）　午前10時15分～ ②11日（金）　午後１時30分～
場　所 ①総合体育館・芝生広場　②しばっこ広場（アイティ７階）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、子育て相談

日　時 16日（水）、25日（金）　午後1時30分～３時
28日（月）、30日（水）、31日（木）　午前10時15分～11時30分

対　象 乳幼児と保護者
内　容 自由に水遊び（手作り金魚すくい、バチャバチャ遊び　など）
持ち物 水着、ビーチサンダル、帽子、着替え、バスタオル、お茶　など

※保護者も水遊び可能な服装で参加してください
その他 定員はありませんが、前日までに申込みをしてください

日　時 １日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 水遊び、水鉄砲、的当て
持ち物 着替え、タオル、お茶、帽子、ぬれてもよい服装と履物

日　時 16日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 水遊び
持ち物 水着、タオル、お茶、帽子　など

日　時 ３日（木）午前10時～12時30分
申込開始 ６月26日（木）
対　象 乳幼児と保護者 参加費 親子で100円
内　容 ささ飾りと天の川のそうめん会

日　時 15日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 竹野浜の砂浜で遊ぶ
持ち物 砂遊びができる物、着替え、お茶、帽子

日　時 ①ほっとたいむ ７日（月）、24日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 17日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

おたのしみ会
日　時 23日（水）午後１時30分～３時30分 申込期限 22日（火）
対　象 乳幼児（保護者同伴）および小学生30人
内　容 こどもの館巡回劇場  人形劇、うた、読み聞かせ  など
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

　９月５日（金）　開演19：00
◇入場料　全席指定
　　　　　S席4,000円　Ａ席3,500円
　　　　　（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　８月22日（金）までに申し込みください。

■第12回アカペリンピックinとよおか
　アマチュアアカペラグル
ープによるアカペラコンテ
ストとプロミュージシャン
によるミニライブです。

　８月31日（日）
　　　開演16：00
◇入場料　全席自由　一般  700円　ペア  1,000円
　　　　　　　　　　（当日券各300円増）
　　　　　高校生以下無料
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　８月22日（金）までに申し込みください。

　９月14日（日）　開演18：30
◇入場料　全席指定　一般席　4,000円
　　　　　　　　　　桟敷席（ペア）　6,400円
　　　　　　　　　　（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　９月５日（金）までに申し込みください。

■佐渡裕芸術監督率いる兵庫芸術文化センター管弦楽団
シーズン・オープニング・フェスティバルin豊岡2014

　グリーグ組曲「ホルベア
の時代から」やシューベル
ト交響曲第８番「未完成」
などの管弦楽をお楽しみ
ください。

市民会館 （立野町）
☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

■市民会館リニューアル記念
　野村萬斎　狂言の会
　現代劇や映画、テレビドラマ
など、狂言以外でも幅広く活躍
中の、重要無形文化財総合指定
者、野村萬斎を中心に万作の会
の演者で、蝸

か

牛
ぎゅう

と二
ふた り

人袴
ばかま

の演目
と解説をお届けします。

■世良公則　ソロ・アコースティックライブ
　O-kiraku LIVE 2014
　Against The Wind、Heart Is 
Gold、Jacarandaなどのソロに
なってからの曲から、懐かし
いツイスト時代の曲、あんた
のバラード、宿無し、銃

ひき
爪
がね
など

のヒット曲を織り交ぜ、迫力
のあるステージで魅了します。
※曲は変更する場合がありま
す。

　８月６日（水）　開演19：00
◇入場料　全席指定
　　　　　3,500円（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　７月25日（金）までに申し込みください。

城崎国際アートセンター（城崎町湯島）
☎32－3888 FAX 32－3898 （火曜日休館）

■郷ひろみ H
ヒ ロ ミ

iromi G
ゴー

o C
コ ン サ ー ト

oncert T
ツ ア ー

our 2014
　“N

ネ バ ー
ever E

エンド
nd”

　６年ぶりの豊岡！ま
すます進化する郷ひろみ
のパワフルなステージ
をお楽しみください。

　９月３日（水）
　　開演18：30
◇入場料　全席指定　7,500円（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇チケットの発売日　各プレイガイドで購入可
◇一時保育　８月22日（金）までに申し込みください。

　８月23日（土）　開演19：00
　８月24日（日）　開演14：00
◇入場料　全席自由　一般　1,000円
　　　　　　　　　　（当日券200円増）
　　　　　　　　　　高校生以下無料（要整理券）

■福島県立いわき総合高校演劇部豊岡公演
　『あひる月13』
～高校生アートプロジェクト｢福島から高校生がやってくる！｣～

　｢いつもの教室、いつもの日常、さまざまな人がさま
ざまな形でそこに生きている。そんなさまざまを切り
取ったこの作品は、2013年のいわきに住んでいた私
たちのリアル、です」。
　東日本大震災から
３年、向き合い続け、
深く考えるいわきの
高校生たちの、震災
後３本目の創作作品
を上演します。

⒞大倉英揮

チキンガーリックステーキ
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平成26年５月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

7月の主な行事
JULY

平成26年

14（月）おかえり！久保修  切り絵の世界展  紙のジャポニスムin豊岡（９：30～17：00 豊岡市
立美術館－伊藤清永記念館－、～８月31日）

15（火）そとあそび・おでかけ広場（10：30～11：30 竹野浜）
16（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）おでかけ広場（10：15～11：30 日高子育てセンター）

にこにこひろば（10：30～11：00 出石子育てセンター）
17（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～11：00 日高子育てセンター）

2013植村直己冒険賞受賞者展
（植村直己冒険館、～11月30日）

18（金）神鍋BeerNight2014！（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
19（土）パパと遊ぼうデー（10：30～11：30 出石子育てセンター）第19回ミニ企画展｢甲虫大集合！｣

（但馬国府・国分寺館、～８月31日）
20（日）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）
21（月）海の日
22（火）
23（水）わらべうた＆おりがみ（10：30～11：00 出石子育てセンター）

そとあそび広場（10：30～11：30 但東子育てセンター）
24（木）なかよし広場（10：30～11：30 日高子育てセンター）
25（金）なかよし広場（10：30～11：30 但東子育てセンター）神鍋BeerNight2014！

（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
26（土）第11回はすまつり（９：00～15：00 奥小野はす園、～27日）

プラザ寄席『ふれ愛亭』（18：30～ 豊岡市民プラザ）
ロジナリエ・なごみの灯りストリート
（夕方～21：00ごろ 竹野浜周辺、～31日）

27（日）カバストマルシェ（10：00～16：00 宵田商店街）日高夏まつり（16：00～ JR江原駅周辺）
サンスト夏の夜市（19：00～21：15 豊岡駅通商店街）

28（月）
29（火）
30（水）第44回たけの海上花火大会（20：00～21：00 竹野浜海水浴場）
31（木）

ひ
と
り
ご
と

1（火）第64回企画展 西村幹也写真展2014｢トナカイと共に生きる人々｣（日本・モンゴル民族博物館）
第18回ミニ企画展｢黄泉国－神話にみるあ
の世－｣（但馬国府・国分寺館、～18日）
第32回企画展｢但馬の古墳－死者を送る人々
の願い－｣（但馬国府・国分寺館、～９月９日）
竹野海岸海開き（竹野浜、切浜、弁天浜）

（10：00～ 竹野浜海水浴場ほか）
そとあそび広場（10：30～11：30 城崎スポーツ広場）

2（水）
3（木）たなばた会（10：00～12：30 竹野子育てセンター）

4（金）神鍋BeerNight2014！（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）
市民会館リニューアル記念音楽祭

（19：00～ 市民会館）

5（土）第65回企画展「駄菓子屋  縁日  なつかしの玩
がん

具
ぐ

」
（９：30～17：00 日本・モンゴル民族博物館 ～10月７日）

6（日）パパと遊ぼうＤＡＹ！（10：30～11：30 日高子育てセンター）
第６回市民エコポイント抽選会

（10：30～15：00 豊岡稽古堂）
第４回竹野浜オープンウォータースイミン
グ大会（竹野浜海水浴場）

7（月）
8（火）
9（水）なかよし広場（10：00～12：00 竹野子育てセンター）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

10（木）
11（金）気比の浜海開き（11：00～ 気比の浜海水浴場）神鍋BeerNight2014！

（18：30～22：00 道の駅神鍋高原）

12（土）山陰海岸ジオパーク竹野海岸遊覧船就航（９：00～ 竹野海岸、～８月24日）
プラザミュージックバッグ

（19：00～ 豊岡市民プラザ）
神鍋高原マウンテンバイク大会

（神鍋高原ＭＴＢコース、～13日）
青井浜ワンワンビーチ（青井浜海水浴場、～８月24日）

13（日）

▼
散
歩
を
始
め
て
、
改
め
て
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
夜
空
の
星
の
美
し
さ
に
感

動
し
、
期
間
限
定
の
火
星
も
楽
し
め
ま

し
た
。
今
月
は
、
木
星
が
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
太
陽
の
下
で
は
、
見
慣
れ
な

い
花
や
虫
に
、
癒
さ
れ
驚
か
さ
れ
ま
す
。

懐
か
し
い
感
情
に
心
と
き
め
き
ま
す 

Ⓚ

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,068人（－57人） 41,279人（－29人） 44,789人（－28人） 32,736世帯（＋7世帯）
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データ放送（NHKの場合）
データ放送（総合・BS１）では、市町村ごとのきめ細やかな気象情報を伝えています。24時間先までの３時間ごと
の予報、お住まいの地域の周辺に設置されている気象庁のアメダスで観測された、降水量などのデータをリアルタ
イムで確認できます。

防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。

《問合せ》防災課☎23-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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【表紙写真】　アイガモのヒナ20羽を田に放すのは、豊岡総合高等学校インターアクトクラブの生徒たち17人です。アイガモ農法
で米を無農薬栽培し、収穫後は東日本大震災の被災地に支援米として送る予定です。（5月25日、下宮で）

非常持ち出し品
●食品…水、スープ、缶詰、レトルト食品、チョコレート・あめ、ゼリー飲料　など
●生活・衛生用品…ティッシュ（ウエットティッシュ）、タオル、洗面用具、ビニール袋、マスク、
カイロ、ろうそく、ライター・マッチ、上着・下着
●貴重品…健康保険証、現金、免許証コピー、印鑑　など
●個別グッズ…オムツ、介護用品、生理用品、母子手帳、障害者手帳、
おくすり手帳、ほ乳瓶（消毒セット）、粉ミルク
●避難グッズ…懐中電灯、携帯ラジオ、雨具・カッパ、携帯電話（携帯電話用手回し式充電器）、
ホイッスル（助けを呼ぶ際に使う）

携帯電話で下のＱＲ
コードを読み取って
いただくと、それぞ
れのページにアクセ
スできます。

避難には、水平避難（指定避難所などへの避難）と垂直避難（自宅など２階以上への避難）があります。
早め早めの行動を心掛けましょう。

水平避難
（指定避難所など、離れた場所への避難）

垂直避難
（自宅など２階以上への避難）

　近年、夜間で道路が冠水している中での水
平避難中に、被災する事例が増えています。
　小中学校や公民館などの指定避難所への避
難は、道路が冠水するまでの早い段階での移
動が必要です。

　夜間や激しい降雨時、道路冠水時など避難
経路が危険だと思われる場合は、単独での屋
外移動は極力避け、自宅または周辺建物の２
階以上に避難してください。

各家庭で「非常持ち出し品」をそろえ、出水期に備えましょう。

（※一例ですので、各家庭で避難する場合をイメージし、必要なものをそろえましょう）

市では、防災行政無線などで市民の皆さんへ
災害情報をお伝えしています。
次のところからも、防災情報を入手できます。

豊岡市ホームページ http://www.city.toyooka.lg.jp

とよおか防災ネット（携帯電話） http://bosai.net/toyooka/
ホームページから「お知らせメール」の登録をすると市からの防災情報がメールで届きます。

円山川防災情報（携帯電話） http://maruyamar9-bosai.go.jp/
ホームページから「防災情報配信サービス」の登録をすると国交省からの防災情報がメールで届きます。

川の防災情報 http://www.river.go.jp/　
（携帯電話）http://i.river.go.jp/

雨量や河川の水位情報などを入手することができます。

緊急速報メール（NTTdocomo、SoftBank、au）
対応機種の携帯電話をお持ちで、市内に居住している人、仕事や観光などで市内に滞在している人を
対象に、市からの避難勧告などの重要な緊急情報を配信します（事前登録不要）。

とよおか防災ネット

円山川防災情報

川の防災情報


